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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　

❶
無
人
島
・
鳥
島
で
の
船
漆
喰　
　
　
　
　

❷
琉
球
船
の
船
漆
喰

❸�

中
国
船
の
船
漆
喰

❹
西
洋
人
の
見
た
船
漆
喰

結
び

　

本
論
で
と
り
あ
げ
る
船
漆
喰
と
は
、
船
の
水
密
充
填
（caulking

）
に
使
う
漆
喰
を
さ
し
て
い

る
。
木
造
船
の
板
と
板
の
接
合
面
や
釘
頭
に
塗
ら
れ
る
船
漆
喰
に
は
、
水
の
浸
入
を
防
ぐ
た
め
、
石

灰
に
麻
縄
等
の
ほ
か
、
油
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
の
が
常
で
あ
る
。
中
国
で
は
油
灰
と
呼
ば
れ
、
古
代
よ

り
現
代
に
い
た
る
ま
で
広
い
エ
リ
ア
で
使
わ
れ
て
い
る
。
油
は
、
中
国
で
は
桐
油
が
主
流
で
あ
る
の

に
た
い
し
、
日
本
で
は
鱶
油
な
ど
の
魚
油
が
主
流
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
船
漆
喰
は
、
近
世
期
の

海
外
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
長
崎
と
琉
球
を
中
心
に
、
東
シ
ナ
海
の
東
部
沿
岸
部
の
九
州
・
沖
縄
地

方
に
広
が
っ
た
文
化
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
分
布
特
性
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
、
主
に

一
七
～
一
八
世
紀
の
体
験
談
や
伝
聞
記
録
、
博
物
知
識
に
民
俗
学
的
知
見
を
ま
じ
え
て
考
察
し
た
。

松
脂
を
用
い
た
チ
ャ
ン
（
瀝
青bitum

en

）
や
タ
ー
ル
な
ど
、
一
七
世
紀
こ
ろ
に
伝
授
し
た
と
み
ら

れ
る
西
洋
船
の
技
法
と
の
連
関
も
考
察
し
た
。

　

用
い
た
主
な
資
料
は
、
太
平
洋
の
無
人
島
・
鳥
島
に
漂
着
し
た
船
乗
り
た
ち
が
自
力
で
船
漆
喰
を

生
産
し
、
船
を
造
っ
て
、
無
事
帰
還
す
る
ま
で
の
体
験
記
録
や
、
土
佐
に
漂
着
し
た
琉
球
人
と
の
問

答
記
録
、
船
や
漆
喰
に
関
す
る
和
漢
の
百
科
全
書
、
長
崎
に
や
っ
て
き
た
西
洋
人
の
旅
行
記
録
や
日

記
、
平
戸
・
対
馬
藩
士
の
聞
書
記
録
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
長
崎
・
琉
球
を
拠
点
と
す
る
海
外

交
易
船
に
必
要
と
さ
れ
た
船
漆
喰
は
、
日
本
の
木
造
船
に
も
受
容
さ
れ
た
技
術
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

分
布
は
九
州
・
沖
縄
以
外
に
大
き
く
広
が
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
松
脂
と
油
を
混
ぜ
た
西
洋
の
チ
ャ
ン

も
取
り
入
れ
ら
れ
、
漆
喰
と
の
融
合
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
全
国
的
な
船
の
水
密
充
填
と
し
て

普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
近
世
日
本
の
内
航
船
で
隆
盛
を
み
て
い
た
の
は
、
マ
キ
ハ
ダ

（Japanese oakum

）で
あ
る
。日
本
に
お
け
る
船
漆
喰
の
限
定
的
な
広
が
り
は
、近
世
日
本
の
長
崎
・

琉
球
を
窓
口
と
す
る
限
定
的
な
対
外
交
易
政
策
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
を
本
論
で
は
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
船
漆
喰
、
漂
民
記
録
、
長
崎
、
琉
球
、
民
俗
学



150

国立歴史民俗博物館研究報告
第 223集　2021年 3月

は
じ
め
に

筆
者
は
、
基
幹
研
究
「
中
世
日
本
の
国
際
交
流
に
お
け
る
海
上
交
通
に
関
す
る
研

究
」（
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
、
研
究
代
表
者
・
荒
木
和
憲
）
の
成
果
と
し
て
、
先

に
対
馬
藩
中
村
家
造
船
文
書
の
「
漆
喰
拵
え
」
に
焦
点
を
あ
て
、
民
俗
学
的
考
察
を

試
み
て
き
た
〔
出
口
二
〇
一
八
〕。
本
文
書
の
翻
刻
解
説
は
、
荒
木
和
憲
の
資
料
紹

介
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
〔
荒
木
二
〇
一
八
〕。

筆
者
が
と
り
あ
げ
た
漆
喰
拵
え
と
は
、中
村
家
文
書
の「「
諸
船
長
サ
方
深
サ
書
附
」

に
含
ま
れ
た
漆
喰
製
造
の
各
種
調
合
に
関
す
る
備
忘
録
で
あ
る
（
写
真
1
）。
そ
の

記
載
年
代
は
、
一
七
二
〇
年
（
享
保
五
）
～
一
七
四
〇
年
代
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。

漆
喰
が
屋
根
や
家
屋
の
壁
等
に
使
わ
れ
る
以
外
、
日
本
の
船
に
も
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
具
体
的
に
示
し
た
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
本
史
料
を
軸
に
日
本
の
民
俗
事

例
の
分
布
傾
向
を
前
稿
で
ま
ず
俯
瞰
し
た
。
本
論
で
は
船
の
水
密
充
填
に
使
う
漆
喰

を
「
船
漆
喰
」
と
呼
び
、
近
世
文
書
に
現
れ
る
呼
称
や
製
法
に
着
目
し
て
さ
ら
に
考

察
を
進
め
る
。

船
漆
喰
は
、
中
国
で
は
油
灰
と
呼
ば
れ
、
古
代
よ
り
現
代
ま
で
広
い
範
囲
で
使
わ

れ
続
け
て
き
た
。一
方
、日
本
列
島
の
民
俗
事
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、シ
ッ
ク
イ
、シ
ッ

キ
リ
、
ム
チ
（
モ
チ
）
な
ど
と
呼
ば
れ
、
九
州
西
岸
か
ら
沖
縄
を
含
む
南
西
諸
島
に

分
布
す
る
。
列
島
を
単
位
と
し
た
場
合
、
ち
ょ
う
ど
西
の
縁
辺
域
に
お
い
て
、
海
域

を
単
位
と
す
れ
ば
、
東
シ
ナ
海
の
東
部
沿
岸
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
中
国
で
の
展
開

と
あ
わ
せ
、
ま
ず
は
東
シ
ナ
海
沿
岸
文
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
筆
者
が
た
て
た
こ

の
見
通
し
は
、
い
ま
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
エ
リ
ア
は
さ
ら
に
南
シ
ナ
海

等
南
方
に
広
が
る
と
予
想
す
る
。
船
漆
喰
は
目
立
た
な
い
技
術
な
が
ら
、
そ
の
展
開

は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
造
船
技
術
の
拡
散
や
受
容
過
程
を
考
え
る
う
え
で
た
い
へ

ん
示
唆
的
で
あ
る
。
列
島
の
木
造
船
技
術
が
世
界
の
ど
の
よ
う
な
技
術
に
触
発
・
影

響
さ
れ
、
独
自
の
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
の
か
、
い
ま
だ
わ
か
ら

写真1　対馬藩中村家造船文書「諸船長サ方深サ書附」の漆喰拵え　2017 年荒木和憲撮影
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な
い
こ
と
は
多
い
。
和
船
と
い
う
概
念
も
中
国
船
や
琉
球
船
と
い
う
概
念
も
こ
と
ば

で
表
現
す
る
ほ
ど
に
そ
の
技
術
の
詳
細
は
自
明
で
は
な
い
。今
後
も
技
の
一
つ
一
つ
、

そ
の
用
語
が
使
わ
れ
る
場
面
場
面
か
ら
、
文
書
・
モ
ノ
・
絵
画
・
民
俗
な
ど
質
の
異

な
る
資
料
を
共
時
的
・
通
時
的
に
つ
き
あ
わ
せ
、
微
細
に
巨
視
に
比
較
究
明
し
て
い

く
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
船
漆
喰
を
め
ぐ
る
近
世
文
書
に
は
、
前
稿
で
と
り
あ
げ
た
船

大
工
家
の
備
忘
の
た
め
の
、
技
の
伝
承
記
録
が
あ
る
。
ま
た
漂
民
か
ら
の
聞
書
や
旅

人
の
見
聞
記
、
文
人
学
者
に
よ
る
和
漢
知
識
の
集
成
な
ど
が
あ
る
。
本
論
で
は
、
近

世
期
の
無
人
島
鳥
島
で
の
漂
流
者
の「
実
験
談
」、漂
着
し
た
琉
球
船
の
観
察
と
聞
書
、

和
漢
技
術
書
の
識
見
、
長
崎
を
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
観
察
等
を
つ
き
あ
わ
せ
、

船
漆
喰
の
経
験
と
技
術
の
実
態
、知
識
の
敷
衍
を
民
俗
学
的
に
考
察
す
る
。
そ
し
て
、

日
本
で
は
船
漆
喰
が
な
ぜ
限
定
的
な
分
布
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
か
を
推
察
す
る
。

❶
無
人
島
・
鳥
島
で
の
船
漆
喰

　

モ
フ
イ
ワ
シ
カ
ゝ
ジ
ト
思
ヒ
オ
モ
ヘ
ド
モ

　
　

マ
タ
ア
ヤ
ナ
ク
モ
シ
メ
ス
水
茎　

　
　
　
　
　

無
益

〔
近
藤
一
九
六
六
、
五
〕。

こ
れ
は
、
探
検
家
・
近
藤
重
蔵
の
息
子
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
一
家
皆
殺
し
の
殺

人
事
件
の
罪
で
、八
丈
島
に
流
さ
れ
た
近
藤
富
蔵
の
七
九
歳
の
時
の
歌
で
あ
る
。「
も

う
言
う
ま
い
、
書
く
ま
い
」
と
何
度
も
思
い
な
が
ら
、
理
不
尽
に
も
ま
た
湿
ら
せ
る

筆
、
六
〇
年
に
わ
た
る
流
刑
後
の
生
涯
を
通
じ
て
綴
ら
れ
た
六
九
巻
に
お
よ
ぶ
『
八

丈
実
記
』
は
、
富
蔵
を
し
て
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
「
あ
や
な
く
も
し
め
す

水
茎
」
の
書
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
当
地
で
の
動
植
物
や
風
俗
等
の
多
岐
に
わ
た

る
見
聞
と
と
も
に
、
漂
流
民
に
か
か
わ
る
詳
細
な
記
録
が
含
ま
れ
る
。
無
人
島
に
漂

着
し
た
船
乗
り
た
ち
は
、
命
を
落
と
し
た
者
も
多
か
っ
た
が
、
生
き
長
ら
え
て
新
参

の
漂
着
者
と
出
会
い
、
互
い
に
協
力
し
て
船
を
拵
え
、
脱
出
を
は
た
し
た
の
ち
、
無

事
郷
里
に
帰
還
す
る
者
た
ち
が
い
た
。
帆
船
の
時
代
に
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
う
し

た
漂
着
者
が
繰
り
返
し
現
れ
た
こ
と
を
、
富
蔵
は
鳥
島
を
舞
台
に
示
す
。
そ
こ
に
船

漆
喰
の
記
録
が
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
件
が
み
ら
れ
る
一
八
世
紀
後
期
の
漂
着
例
を

と
り
あ
げ
る
。
用
い
た
刊
本
は
、
宮
本
常
一
ら
が
編
ん
だ
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

成
』
第
一
巻
所
収
の
「
八
丈
実
記
」〔
近
藤
一
九
六
八
〕
と
、渋
沢
敬
三
が
代
表
と
な
っ

た
、
そ
し
て
一
巻
の
刊
行
を
待
た
ず
に
亡
く
な
っ
た
氏
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
桜
田
勝

徳
が
代
表
と
な
っ
て
編
ま
れ
た
『
八
丈
実
記
』
第
二
巻
〔
近
藤
一
九
六
九
〕
で
あ
る
。

同
書
は
生
前
柳
田
国
男
が
「
他
日
如
何
に
も
し
て
、
此
帳
面
を
印
刷
に
し
て
置
き
た

い
志
が
あ
る
…
…
」〔
近
藤
一
九
六
四
、
は
し
が
き
〕
と
念
願
し
て
い
た
民
俗
学
待
望

の
刊
行
書
で
あ
っ
た
。

（
一
）
漂
着
者
の
実
験
談

①
土
佐
船　

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
正
月
土
佐
の
者
、五
人
赤
岡
浦
を
出
帆
し
、

近
浦
へ
渡
海
、
米
百
石
積
み
入
れ
、
赤
浦
を
出
帆
し
、
土
佐
・
田
ノ
浦
へ
着
き
、
田

ノ
浦
・
ナ
ワ
カ
浦
に
米
の
陸
揚
げ
を
す
ま
せ
た
。
田
ノ
浦
は
荒
濱
で
、
係
留
し
に
く

い
の
で
、
テ
イ
浦
に
廻
る
つ
も
り
で
船
頭
一
人
を
陸
へ
送
り
、
残
り
四
人
空
船
で
東

風
に
乗
っ
て
田
ノ
浦
を
出
帆
、
走
り
の
ぼ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
西
風
に
な
り
荒
れ
吹

き
、
鳥
島
に
漂
着
し
た
。
鳥
島
は
、
八
丈
島
か
ら
南
方
約
三
〇
〇
㎞
に
位
置
す
る
無

人
島
で
あ
る
。
元
船
は
破
壊
さ
れ
、
は
し
け
も
砕
け
、
飯
米
は
一
切
を
失
い
、
火
道

具
も
な
く
、
水
は
天
水
ば
か
り
で
、
潮
を
飲
む
こ
と
も
毎
度
の
こ
と
、
お
び
た
だ
し

い
数
の
生
鳥
ば
か
り
を
食
し
て
過
ご
す
な
か
、
う
ち
翌
年
三
人
は
死
に
、
水
主
長
平

一
人
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
四
年
を
永
ら
え
た
と
い
う
。

土
佐
国
赤
岡
浦
は
、
高
知
市
の
東
方
約
二
〇
㎞
に
位
置
す
る
現
在
の
香
南
市
赤
岡

浦
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
御
用
船
の
米
の
運
搬
に
む
か
っ
て
い
た
先
は
、
田
ノ
浦
・
ナ

ワ
カ
浦
で
あ
る
。
田
ノ
浦
と
い
う
地
名
は
、
宿
毛
な
ど
に
複
数
存
在
す
る
が
、『
八

丈
実
記
』
の
頭
注
に
は
「
ナ
ワ
カ
浦
、
本
書
ニ
如
此
云
、
〇

リ
浦
、
張
リ
浦
ノ
書

損
歟
」
と
示
さ
れ
る
〔
近
藤
一
九
六
九
、
二
二
六
〕。
ま
た
、
土
佐
船
の
漂
着
に
関

す
る
難
船
前
の
移
動
経
路
は
、『
土
佐
国
群
書
類
従
』
に
よ
り
詳
し
く
、
こ
れ
に
収
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め
ら
れ
た
漂
民
の
日
記
や
直
接
の
聞
書
に
も
と
づ
く
「
無
人
嶋
漂
流
記
」
と
照
ら
す

と
、
赤
岡
浦
の
船
頭
衆
が
、
御
用
船
の
勤
め
で
米
を
積
み
運
ぶ
た
め
、
ま
ず
「
手
結
・

和
食
両
浦
ニ
而
」
百
石
積
み
入
れ
、
正
月
晦
日
に
出
船
し
、「
田
野
・
奈
半
利
両
浦

ニ
而
下
シ
方
上
納
仕
候
ニ
付
」〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
七
、
一
九
一
〕
算
段
し
て

い
た
。
手て

結い

は
現
在
の
香
南
市
手
結
浦
、
和
食
は
現
在
の

安
芸
郡
芸
西
村
和
食
浦
で
、
赤
岡
浦
か
ら
東
へ
向
い
て
移

動
し
た
。
米
を
下
す
目
的
地
の
「
田
ノ
浦
ナ
ワ
カ
浦
」
は

奈
半
利
川
河
口
を
は
さ
ん
だ
現
在
の
安
芸
郡
田
野
町
と
奈

半
利
町
に
位
置
す
る
田
野
浦
と
奈
半
利
浦
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
。田
野
浦
ま
で
き
た
も
の
の
、に
わ
か
に
時
化
に
な
り
、

流
れ
着
い
た
先
が
南
東
へ
お
よ
そ
七
〇
〇
㎞
海
上
の
鳥
島

で
あ
っ
た
。

②
肥
前
船　

続
い
て
肥
前
国
寺
江
村
金
左
衛
門
船
の
一

行
が
漂
着
す
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
旧
暦
一
一
月

二
七
日
、
一
四
人
は
奥
州
荒
濱
へ
向
か
い
出
帆
し
た
と
こ

ろ
沖
合
で
難
風
の
た
め
漂
着
し
た
。

肥
前
の
者
、
大
坂
の
船
で
江
戸
を
出
帆
す
る
の
に
、
東

回
り
は
不
案
内
な
た
め
、
忠
八
（
鳥
島
で
死
亡
）
と
い
う

仙
台
の
荒
濱
生
ま
れ
の
船
頭
に
水
先
案
内
を
頼
み
、
江
戸

川
を
出
た
が
、
日
和
悪
く
三
浦
半
島
の
先
端
・
三
崎
へ
入

津
し
た
。
三
崎
か
ら
房
州
の
鼻
を
廻
り
、
九
十
九
里
灘
を

走
っ
た
と
こ
ろ
西
北
の
風
強
く
、
雪
し
き
り
に
降
り
積
り
、

大
時
化
と
な
っ
て
帆
柱
を
伐
り
捨
て
、
船
中
に
浸
入
す
る

水
淦
を
汲
み
捨
て
る
な
ど
昼
夜
働
き
続
け
る
が
、
海
上
に

漂
い
続
け
、
水
は
尽
き
食
べ
物
も
乏
し
く
な
り
、
翌
年
の

正
月
島
に
上
陸
し
た
。

こ
の
船
の
水
主
た
ち
の
出
身
地
は
、
肥
前
「
堤
川
」
寺

江
の
沖
船
頭
を
筆
頭
に
、
豆
州
須
崎
、
江
戸
深
川
、
能
登
鳳
至
鹿
磯
、
加
賀
石
川
郡

大
ノ
ブ
浦
、
雲
州
島
根
ミ
ヲ
ケ
関
、
南
部
八
戸
、
大
坂
木
津
川
寺
町
、
新
潟
、
仙
台

荒
濱
と
多
岐
に
お
よ
ん
で
い
る
（
図
1
）。
な
お
沖
船
頭
の
出
身
地
、
肥
前
堤
川
と

あ
る
の
は
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
四
、
近
藤
一
九
六
九
、
二
四
〇
〕、
肥
前
提さ

げ
の
か
わ

川
の図1　関係地名の図
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誤
り
、
ミ
ヲ
ケ
関
は
美
保
が
関
で
あ
ろ
う
。
大
ノ
ブ
浦
は
大
野
で
あ
ろ
う
か
？
提
川

は
、
東
松
浦
・
西
松
浦
の
両
松
浦
半
島
に
は
さ
ま
れ
た
入
江
で
、
現
在
の
佐
賀
県
伊

万
里
市
松
浦
町
提
川
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
製
陶
地
で
も
あ
っ
た
。
提
川
の
船

頭
は
、
大
坂
で
船
を
え
て
、
新
潟
前
方
の
御
城
米
を
積
み
、
江
戸
へ
運
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
仙
台
の
荒
濱
で
も
米
を
積
ん
で
い
く
べ
く
江
戸
を
出
帆
し
遭
難
し
て
い
る
。

内
航
海
運
の
隆
盛
と
拡
大
に
と
も
な
い
、
不
案
内
な
海
域
に
は
そ
の
エ
リ
ア
に
精
通

し
た
乗
組
員
を
確
保
し
な
が
ら
、
国
内
と
は
い
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
広
域
移
動
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

③
薩
州
船　
「
ウ
キ
嶋
住
モ
三
年
歴
テ
」、
薩
州
の
船
が
鳥
島
に
漂
着
す
る
。
薩
州

東
部
の
志
布
志
浦
の
船
頭
以
下
六
人
で
、
国
元
に
帰
る
た
め
、
日
向
の
細
島
の
港
に

向
け
北
上
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
向
灘
よ
り
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
一
二
月
二
九

日
に
流
さ
れ
、
海
上
に
漂
い
飯
米
も
尽
き
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
の
こ
ろ
、

鳥
島
に
漂
着
し
た
。
碇
を
お
ろ
し
、
は
し
け
で
漕
ぎ
よ
せ
る
に
も
疲
れ
は
て
頼
り
な

い
の
で
、
す
で
に
漂
着
し
て
い
た
肥
前
船
の
雲
州
出
身
の
清
蔵
が
、
腰
に
細
引
き
を

つ
け
、
ひ
き
あ
げ
る
手
助
け
を
し
た
。

時
期
を
違
え
て
無
人
島
で
あ
る
は
ず
の
鳥
島
に
漂
着
し
た
船
頭
た
ち
は
、
穴
居
共

同
生
活
を
開
始
す
る
。
島
の
動
植
物
の
採
集
狩
猟
に
加
え
、
た
っ
た
一
粒
の
小
豆
か

ら
も
植
物
を
成
長
さ
せ
、三
、四
年
は
二
斗
三
斗
収
穫
で
き
る
ま
で
に
栽
培
が
か
な
っ

た
が
、
そ
れ
も
台
風
で
残
ら
ず
な
く
な
っ
た
。
試
し
に
、
小
豆
二
升
ほ
ど
麹
に
お
こ

し
、
濁
酒
を
醸
し
、
美
酒
が
で
き
る
と
、
人
々
の
気
鬱
を
慰
め
た
。
さ
ら
に
唐
辛
子

が
薩
州
船
に
一
鞘
あ
っ
た
の
を
蒔
き
つ
け
る
と
年
中
実
り
、
大
木
と
な
っ
た
。
島
で

の
物
資
調
達
は
、
松
葉
拾
い
や
大
竹
、
薪
や
炭
、
さ
ら
に
寄
物
拾
い
が
重
要
だ
っ
た
。

金
毘
羅
神
の
樽
一
つ
、
日
蓮
宗
の
札
一
枚
、
ヤ
シ
の
実
、
な
ん
で
も
拾
っ
て
生
活
の

足
し
に
、
信
心
の
依
り
代
に
、
そ
の
ご
加
護
の
結
果
に
し
た
。

土
佐
船
の
長
平
は
お
よ
そ
一
三
年
、
肥
前
船
の
九
人
は
九
年
、
薩
摩
船
の
四
人
は

六
年
と
い
う
鳥
島
で
の
生
活
は
、
寄
寓
者
の
域
を
は
る
か
に
こ
え
る
も
の
だ
っ
た
。

亡
く
な
っ
た
者
を
含
め
、
そ
の
出
身
地
は
、
九
州
・
四
国
、
関
西
か
ら
関
東
、
東
北

か
ら
日
本
海
各
地
に
お
よ
び
、
一
円
の
知
恵
が
あ
ま
ね
く
結
集
さ
れ
て
、
生
還
す
る

力
が
強
く
ひ
き
だ
さ
れ
た
。
一
月
、
二
月
と
い
っ
た
冬
場
の
漂
流
が
、
ア
ホ
ウ
ド
リ

の
営
巣
期
と
重
な
っ
て
、
鳥
肉
と
卵
と
い
う
高
た
ん
ぱ
く
源
に
恵
ま
れ
た
。
そ
れ
を

干
物
な
ど
に
加
工
し
貯
え
れ
ば
、
巣
立
っ
た
の
ち
に
も
長
く
生
き
の
び
ら
れ
る
食

料
と
な
っ
た
。
こ
の
三
組
の
例
だ
け
で
も
目
を
見
張
る
出
来
事
だ
が
、
現
実
に
は

一
七
〇
〇
年
代
前
半
に
も
、
遠
州
新
居
の
船
頭
が
、
漂
着
後
二
〇
年
住
み
続
け
、
の

ち
に
漂
着
し
た
江
戸
堀
江
の
船
頭
た
ち
と
小
舟
を
造
っ
て
帰
還
し
た
例
が
あ
っ
た
。

　

�「
神
港
に
よ
せ
来
る
浪
の
立
か
へ
る
舟
を
う
れ
し
と
い
は
ぬ
人
な
し
」〔
近
藤

一
九
六
九
、
四
八
二
〕。

こ
れ
は
、
鹿
島
神
宮
の
大
宮
司
家
に
生
ま
れ
た
塙
則
文
（
鹿
島
則
文
）
が
尊
王
の

思
想
か
ら
八
丈
島
に
流
さ
れ
、
三
年
暮
ら
し
て
い
た
と
き
に
歌
っ
た
歌
で
、
自
ら
序

文
を
手
が
け
た
『
八
丈
実
記
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
離
島
に
お
け
る
船
へ
の
心
情

は
格
別
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
一
八
世
紀
に
無
人
島
に
漂
着
し
た
者
に

と
っ
て
の
船
と
は
、
待
つ
も
の
で
は
な
く
、
自
力
で
生
み
だ
せ
る
か
ど
う
か
が
、
生

還
の
分
か
れ
道
だ
っ
た
。

（
二
）
無
人
島
で
船
を
造
る

船
造
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
英
知
を
結
集
し
、
製
作
さ
れ
た
ふ
し
が
あ

る
。①

東
北
の
ム
ダ
マ
造
り　

最
初
に
船
造
り
を
開
始
し
た
の
は
、
肥
前
船
に
乗
っ
て

い
た
南
部
八
戸
の
三
之
助
で
あ
る
。
一
五
歳
で
乗
組
員
と
な
り
、
早
二
八
歳
に
な
っ

て
い
た
三
之
助
は
、
寄
木
一
本
を
拾
い
上
げ
、
斧
で
彫
っ
て
、
シ
キ
（
船
底
）
に
し
、

上
タ
ナ
を
つ
け
長
さ
三
尋
（
一
尋
は
一
・
五
一
五
ｍ
）、
お
よ
そ
五
ｍ
弱
の
小
舟
を
造

り
、
漁
を
し
、
島
の
周
り
を
見
届
け
た
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
三
〕。
こ
こ
に
い

う
小
舟
の
シ
キ
は
、
斧
を
用
い
刳
り
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
上
に
舷
側
板
で
あ
る
タ

ナ
板
を
つ
け
た
構
造
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
之
助
の
出
身
地
、
八
戸
一
帯
を
含
む
東

北
沿
岸
の
ム
ダ
マ
造
り
で
あ
り
、
今
日
民
俗
事
例
と
し
て
も
存
在
す
る
（
写
真
2
）。
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こ
の
造
り
こ
そ
、
三
之
助
に
は
も
っ
と
も
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
才
発

か
ら
工
夫
し
、
廻
船
の
シ
キ
を
造
り
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
帰
還
船
の
建
造
法　

艱
難
辛
苦
に
皆
々
故
郷
が
懐
し
く
、
小
舟
を
造
っ
て

出
帆
す
べ
き
と
一
致
決
断
し
た
。
薩
州
船
か
ら
ノ
ミ
、
カ
ナ
ヅ
チ
、
ノ
コ
ギ

リ
、
ヨ
キ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き
か
っ
た
〔
高
知
県
立
図
書
館

二
〇
〇
五
、
二
二
六
〕。
一
丈
四
尺
の
楠
材
が
流
れ
着
い
た
の
を
は
じ
め
〔
高
知
県
立

図
書
館
二
〇
〇
五
、
一
九
八
〕、
皆
で
西
南
の
浦
か
ら
流
木
を
拾
い
、
寄
せ
集
め
、

北
湊
の
上
へ
と
集
め
、
ま
た
イ
ッ
サ
キ
の
皮
を
年
々
集
め
、
破
船
の
船
板
か
ら
釘
を

ぬ
い
て
集
め
る
う
ち
に
、
天
の
冥
助
あ
っ
て
切
り
捨
て
の
帆
柱
の
根
が
一
本
流
れ
て

き
た
。
海
辺
か
ら
一
、二
町
（
一
〇
九
〜
二
一
八
ｍ
）
陸
に
あ
る
造
船
場
に
巻
き
上
げ

て
、
薩
州
船
か
ら
も
っ
て
き
た
鋸
で
挽
い
て
み
た
が
捗
ら
ず
、
し
か
た
な
く
割
り
木

に
し
た
。
鞴
が
な
く
て
は
か
な
わ
な
い
た
め
、
よ
う
よ
う
考
え
、
鳥
の
羽
を
革
の
代

わ
り
と
し
、
鞴
を
作
り
、
石
を
金
床
の
か
わ
り
に
し
、
オ
ノ
を
タ
ガ
ネ
に
し
、
鉄
を

わ
か
し
、
切
り
割
り
、
お
よ
そ
道
具
が
揃
っ
た
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
三
〕。

食
事
は
老
人
に
預
け
、
若
者
は
皆
、
船
造
り
に
集
中
し
た
。
か
つ
て
小
型
船
を
造

り
あ
げ
た
、
肥
前
船
に
乗
っ
て
い
た
南
部
八
戸
の
三
之
助
を
頭
取
に
、
江
戸
深
川
の

吉
蔵
、
薩
州
船
に
乗
っ
て
い
た
日
向
の
八
五
郎
、
日
向
赤
枝
の
甚
右
衛
門
ら
で
あ
る
。

老
人
と
は
、
五
〇
代
の
薩
州
船
の
船
頭
榮
右
衛
門
や
肥
前
船
に
乗
っ
て
い
た
伊
豆
須

崎
の
久
七
ら
を
さ
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
薩
州
船
の
甚
右
衛
門
・
八
五
郎
の
ご
と
く

同
様
の
年
齢
で
も
船
造
り
に
回
る
者
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
釘
あ
れ
ば
材
な
く
、
木

あ
れ
ば
鉄
な
く
し
て
し
ば
ら
く
材
料
が
そ
ろ
う
ま
で
は
休
む
。
た
だ
神
明
の
冥
助
を

祈
る
と
、
い
つ
と
は
な
く
材
木
が
集
ま
り
、
日
を
追
っ
て
精
を
だ
す
と
、
釘
を
使
い

つ
く
し
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
一
旦
造
作
を
休
む
。
春
潮
干
に
出
て
な
に
や
ら

岩
間
に
尖
る
も
の
を
見
つ
け
、
よ
く
見
る
と
碇
の
爪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
幸
い
と
石
を

除
け
、
岩
を
砕
き
、
碇
を
拾
い
あ
げ
て
、
早
速
船
に
と
り
か
か
り
、
三
年
か
け
て
八

分
通
り
製
造
し
た
も
の
の
、
板
と
横
木
が
な
く
、
年
内
に
成
就
で
き
る
か
ど
う
か
と

思
っ
た
が
、
成
功
し
た
。

「
筎マ

キ
ハ
タ」

は
イ
ッ
サ
キ
の
皮
を
た
た
き
、
柔
ら
か
く
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
接
ぎ
目

に
入
れ
た
〔
近
藤
一
九
六
九
、
二
三
九
〕。
船
具
の
縄
類
も
多
く
こ
の
皮
で
拵
え
た
。

イ
ッ
サ
キ
は
、高
知
県
や
鹿
児
島
県
で
青
桐
（
ア
オ
ギ
リ
）
を
さ
す
方
言
で
あ
る
〔
八

坂
書
房
二
〇
〇
一
、
二
～
三
〕。
暖
地
性
の
落
葉
高
木
で
、
伊
豆
半
島
以
南
の
海
岸

に
も
自
生
も
し
く
は
野
生
化
し
た
植
生
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
皮
が
集
め
ら
れ

た
の
は
、
樹
皮
の
繊
維
が
水
に
強
く
、
も
と
も
と
縄
や
む
し
ろ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

き
た
植
物
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
マ
キ
ハ
ダ
の
替
わ
り
と
し
て
、
船
の
充
填
材

に
役
立
て
ら
れ
た
。
一
般
に
マ
キ
ハ
ダ
と
は
マ
キ
や
ヒ
ノ
キ
の
内
皮
を
蒸
し
て
た
た

き
、
縄
状
に
編
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
を
和
船
の
板
同
士
の
隙
間
に
充
填
し
、
淦
止
め

に
す
る
。
な
お
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
所
収
の
「
八
丈
実
記
」
に
は
「
や

き
は
だ
」
と
ル
ビ
が
あ
る
が
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
三
〕、
こ
れ
は
「
ま
き
は
だ
」

の
誤
記
で
あ
る
。『
土
佐
国
群
書
類
従
』
の
漂
流
之
覚
に
み
る
長
平
の
記
録
に
も
マ

キ
ハ
ダ
の
別
名
で
あ
る
マ
イ
ハ
ダ
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
〔
高
知
県
立
図
書
館

二
〇
〇
五
、
二
二
七
〕。

ハ
ギ
板
は
細
か
い
の
で
、
片
方
の
タ
ナ
に
一
四
〇
枚
ば
か
り
を
ハ
ギ
集
め
、
マ
キ

ハ
ダ
だ
け
で
は
ア
カ
ド
メ
が
効
き
か
ね
る
た
め
、石
と
貝
殻
を
焼
き
、「
油
石
灰
」〔
近

写真2　東北のムダマ造り
八戸の南，階上町にて　2011 年

　同年の 3 月の大地震で流された船も多かったが，
刳り底にタナ板をつけたムダマ造りは目の前の磯
場で操業するには一番だという。　
　船を失った人は方々探して譲り受けたり，乗りや
すいようそれに手を加えたり，船体に魚油を塗って
養生したりと間近に迫ったアワビ漁に備えていた。
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藤
一
九
六
八
、
七
二
三
、
同
一
九
六
九
、
二
三
九
〕
に
し
て
練
り
合
わ
せ
、
接
ぎ
目

に
は
残
ら
ず
詰
め
合
わ
せ
、
帆
柱
は
本
柱
、
ヤ
ホ
柱
と
二
箇
所
に
押
し
立
て
、
帆
は

四
反
帆
に
て
薩
州
は
し
け
の
帆
と
衣
類
を
接
ぎ
集
め
た
。
櫓
は
薩
州
よ
り
一
挺
、
大

坂
（
肥
前
船
の
こ
と
）
よ
り
四
挺
、
両
艘
の
櫓
で
五
挺
、
綱
二
房
、
細
物
綱
は
島
で

イ
ッ
サ
キ
の
皮
で
二
房
拵
え
、
お
よ
そ
出
帆
の
用
意
は
整
い
、
港
は
船
卸
す
べ
き
道

筋
を
三
年
前
よ
り
三
〇
〇
人
あ
ま
り
の
男
手
間
で
造
り
お
い
た
。
食
糧
は
毎
年
干
し

集
め
た
魚
や
鳥
の
肉
を
三
俵
積
み
入
れ
た
。

自
ら
無
人
島
で
造
り
上
げ
た
船
の
図
解
は
、
中
央
の
美
濃
紙
が
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
お
よ
そ
そ
の
紙
幅
を
あ
け
て
配
置
し
、
中
央
部
の
線
を
つ
な
い
で
推
定
復
元
し

て
み
る
と
、図
2
の
よ
う
な
形
に
な
る
（
図
2
）。『
八
丈
実
記
』
の
両
刊
本
の
図
は
、

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
カ
ス
ガ
イ
の
数
、
文
字
の
配
置
な
ど
記
載
事
項
に
は
若
干
の
違
い

が
み
ら
れ
る
。
多
数
の
細
か
な
板
切
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
外
板
は
、
一
見
し
て
板

カ
ス
ガ
イ
が
多
用
さ
れ
た
造
り
で
あ
る
。
漂
着
船
の
釘
を
ぬ
き
、
そ
の
ま
ま
使
う
場

合
と
そ
れ
を
鍛
造
し
、
道
具
に
す
る
も
の
が
あ
り
、
斧
も
ま
た
鍛
造
し
直
し
、
た
が

ね
な
ど
の
道
具
に
な
っ
た
。
釘
の
な
に
が
し
か
は
、
成
形
・
う
ち
つ
け
が
容
易
な
カ

ス
ガ
イ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

長
さ
は
六
尋
五
寸
、
幅
六
尺
七
寸
、
戸
立
四
枚
、
カ
イ
ツ
リ
三
枚
、
左
舷
上
タ
ナ

一
四
枚
、
右
舷
上
タ
ナ
一
三
枚
、
カ
ジ
キ
九
枚
、
ミ
ヨ
シ
五
枚
で
、
そ
の
各
一
枚
一

枚
も
さ
ら
に
継
ぎ
接
ぎ
だ
っ
た
。『
八
丈
実
記
』の「
片
棚
一
四
〇
枚
バ
カ
リ
」は
、「
無

人
嶋
漂
流
記
」で
は「
一
舩
の
長
さ
六
尋
御
座
候
、は
き
数
八
百
四
五
十
枚
も
御
座
候
」

〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
一
九
八
〕と
な
る
。「
岸
本
長
平
無
人
島
江
漂
流
之
覚
」

〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
二
七
〕
で
は
、「
尤
道
具
木
品
等
不
足
ニ
付
、
舩
之

ハ
キ
板
弐
百
枚
計
も
可
有
之
候
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
船
の
造
り
に
詳
し
い
。
で
き

あ
が
っ
た
船
は
、
長
さ
六
尋
幷
六
尺
五
寸
、
三
十
石
積
位
の
御み

畳ま

瀬せ

（
現
在
の
高
知

市
内
）あ
た
り
の
漁
船
の
よ
う
な
造
り
だ
っ
た
と
い
う
。建
造
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
最

初
ニ
長
三
尺
は
ゝ
六
寸
計
の
小
舟
を
造
り
」〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
二
七
〕

と
あ
る
と
お
り
、
ま
ず
長
さ
三
尺
、
幅
六
寸
ほ
ど
の
一
〇
分
の
一
の
ス
ケ
ー
ル
モ
デ

図2　鳥島脱出の自作船
［近藤 1978：724］の前後二枚をもとに，中央部（グレー線）は筆者が推定復元した。
「この本書，美濃紙三枚継ぎ，中一枚は紛失」とある。
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ル
を
造
っ
て
こ
れ
を
確
認
し
な
が
ら
実
船
を
造
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

弁
才
船
の
よ
う
な
大
型
船
建
造
で
な
さ
れ
る
基
本
手
順
で
あ
る
。ま
ず
コ
モ
編
み
で
、

船
の
形
に
し
た
う
え
で
〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
一
九
八
〕、
細
い
板
で
模
型

船
を
造
る
。
そ
れ
を
「
壱
寸
を
壱
尺
と
立
、
三
尺
を
三
尋
と
立
積
出
シ
」〔
高
知
県

立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
一
九
八
、
棒
線
筆
者
〕と
す
る
。
一
尋
が
五
尺（
一
・
五
一
五
ｍ
）

に
つ
き
、右
記
に
三
尋
と
あ
る
の
は
六
尋
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
出
来
上
が
っ
た
船
は
、

お
よ
そ
長
さ
九
ｍ
、
幅
二
ｍ
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
っ
た
。

道
具
の
う
ち
、
カ
ン
ナ
二
枚
、
ノ
コ
ギ
リ
一
枚
、
ノ
ミ
三
丁
、
ヨ
キ
二
挺
、
山
刀

鉋
丁
一
枚
、
曲
尺
一
本
、
鏟
折
二
本
、
脇
差
一
腰
、
こ
れ
ら
は
持
参
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
と
は
別
に
自
ら
無
人
島
で
拵
え
た
道
具
は
、
釘
抜
き
一
丁
、
釘
シ
メ
一
本
、

釘
ノ
ミ
一
本
、
鉄
槌
一
丁
、
鉋
丁
一
枚
、
錐
一
本
、
墨
壺
一
個
で
あ
っ
た
〔
近
藤

一
九
六
八
、
七
二
六
〕。
残
さ
れ
た
素
材
か
ら
加
工
し
直
し
、
新
た
な
道
具
を
打
ち
立

て
る
こ
と
を
見
事
に
や
っ
て
の
け
て
い
た
。

③
船
漆
喰
の
技
法　

注
目
さ
れ
る
の
は
、木
造
船
の
接
ぎ
目
の
水
密
処
理
で
あ
る
。

ノ
コ
ギ
リ
は
一
枚
し
か
な
か
っ
た
。
通
常
、
日
本
の
木
造
船
は
、
板
と
板
の
接
ぎ
目

に
差
し
入
れ
や
す
い
よ
う
、
先
が
丸
く
カ
ー
ブ
し
た
ス
リ
ノ
コ
と
い
う
ノ
コ
ギ
リ
を

用
い
て
ス
リ
ア
ワ
セ
を
密
に
す
る
。
粗
目
、
中
目
、
細
目
と
順
々
に
ノ
コ
目
を
細
か

く
し
、
接
ぎ
目
を
繰
り
返
し
擦
る
こ
と
で
、
接
合
面
の
密
着
度
を
高
め
る
水
密
技
法

に
欠
か
せ
な
い
重
要
工
程
で
あ
る
。
し
か
し
無
人
島
で
は
ス
リ
ア
ワ
セ
に
特
化
し
た

ス
リ
ノ
コ
を
欠
く
ゆ
え
、
板
と
板
の
水
密
は
十
分
保
ち
が
た
い
。
そ
れ
を
補
完
し
た

の
が
、
イ
ッ
サ
キ
の
皮
で
代
用
し
た
マ
キ
ハ
ダ
を
う
つ
こ
と
と
あ
わ
せ
、「
石
ト
貝

殻
ヲ
焼
油
石
灰
ニ
シ
テ
練
合
セ
、
作は

ぎ

目め

エ
ハ
残
ラ
ス
ツ
メ
合
」
わ
せ
る
こ
と
だ
っ
た

〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
三
〕。
つ
ま
り
島
に
あ
る
も
の
で
油
灰（
油
石
灰
）を
自
製
し
、

接
ぎ
目
の
す
べ
て
に
入
れ
て
い
る
。
石
灰
の
調
達
に
あ
た
り
、
石
は
本
州
駿
河
湾
以

南
の
暖
地
産
で
あ
る
サ
ン
ゴ
の
菊
銘
石
、
そ
れ
に
貝
殻
を
焼
い
て
石
灰
に
す
る
方
法

が
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
土
佐
船
長
平
の
漂
流
記
録
を
所
収
し
た『
土
佐
国
群
書
類
従
』

に
は
、「
菊
目
石
を
焼
、
石
灰
に
仕
合
、
茅
之
穂
を
取
苆
ニ
仕
り
、
シ
ツ
ク
ヒ
ニ
仕

立
、
右
之
木
の
皮
を
マ
イ
ハ
ダ
之
様
に
仕
、
舩
之
透
間
塗
申
候
」〔
高
知
県
立
図
書
館

二
〇
〇
五
、
二
二
七
〕
と
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
茅
の
穂
を
ス
サ
の
か
わ
り
に
し
、
石

灰
に
混
ぜ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
舩
は
き
合
之
處
ヘ
、
彼
ミ
緒
ニ
仕
候
木

の
皮
を
塞

は
だ
ナ
ル
ベ
シ 

に
仕
り
打
込
ミ
、
し
つ
く
い
に
て
釘
頭
を
も
塗
申
候
故
、
あ
か

の
道
は
留
申
候
」〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
一
九
八
〕
と
あ
り
、『
八
丈
実
記
』

に
も
記
さ
れ
て
い
た
接
ぎ
目
の
す
べ
て
に
加
え
、
釘
頭
に
も
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
。

も
っ
と
も
筆
者
は
、
こ
の
船
漆
喰
の
技
法
に
精
通
し
て
い
た
の
は
土
佐
の
船
頭
で

は
な
く
、
は
た
ま
た
日
本
海
や
東
北
の
船
頭
で
も
な
く
、
肥
前
の
船
頭
衆
で
あ
っ
た

と
推
察
し
て
い
る
。
当
時
、
肥
前
は
船
漆
喰
の
一
大
精
通
地
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

肥
前
船
と
み
な
す
理
由
は
、
以
下
の
経
緯
か
ら
も
補
強
で
き
る
。

肥
前
船
の
漂
着
者
た
ち
は
、
先
に
漂
着
し
て
い
た
土
佐
船
の
長
平
と
島
内
で
出

会
っ
た
。
そ
し
て
漂
流
の
始
末
を
詳
し
く
物
語
り
、
互
い
に
涙
に
む
せ
ぶ
。
生
鳥
ば

か
り
を
食
べ
て
い
た
長
平
は
差
し
出
さ
れ
た
握
り
飯
が
喉
に
通
ら
ず
、
も
ど
し
つ

つ
、
居
住
し
て
い
た
岩
穴
に
案
内
す
る
。
長
平
は
火
道
具
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。「
煎
茶
ト
思
ヒ
テ
飲
レ
ヨ
」
と
い
っ
て
卵
四
〇
～
五
〇
個
立
並
べ
、
そ
の
な
か

に
溜
め
た
天
水
を
一
人
一
個
ず
つ
ふ
る
ま
っ
た
と
『
八
丈
実
記
』
に
は
あ
る
〔
近
藤

一
九
六
八
、
七
一
九
〕。
卵
は
太
い
殻
で
包
ま
れ
、
二
合
ほ
ど
の
水
が
入
っ
た
と
い
う

〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
二
五
〕。

長
平
は
、
肥
前
船
の
人
た
ち
に
鳥
の
捕
獲
料
理
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。
肥
前

船
が
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
は
、
水
の
手
が
よ
い
の
で
、
長
平
を
伴
っ
て
も
ど
る
。
そ
し

て
、
場
所
を
選
ん
で
小
屋
を
建
て
、
流
木
あ
れ
ば
拾
い
上
げ
、
穴
を
ほ
り
、
油し

っ
く
い

石
灰

で
よ
く
塗
り
、
一
五
、六
箇
所
も
の
水
溜
ま
り
を
拵
え
た
。
あ
ら
ゆ
る
道
具
を
失
っ

て
い
た
土
佐
船
の
長
平
に
は
で
き
な
か
っ
た
技
、
す
な
わ
ち
油
石
灰
を
使
っ
て
水
溜

ま
り
を
造
り
、
水
を
溜
め
お
く
方
法
が
実
践
さ
れ
、
そ
れ
が
鳥
島
で
の
集
団
で
の
生

存
要
件
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
薩
摩
船
の
到
着
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
の
物
語

で
は
長
平
の
指
示
に
よ
っ
て
漆
喰
を
拵
え
た
か
の
展
開
に
な
っ
て
い
く
が
〔
た
と
え
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ば
北
村
一
九
〇
八
〕、
漆
喰
は
、
お
そ
ら
く
肥
前
船
の
漂
着
者
た
ち
の
技
能
に
よ
っ

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
漂
着
帰
還
の
約
六
〇
年
前
に
お
こ
っ
た
出
来
事
も
傍
証
と
な
る
。
遠

州
荒
濱
の
船
頭
三
人
が
後
発
の
漂
着
者
と
と
も
に
一
七
三
八
年
（
元
文
四
）
無
事
帰

還
を
は
た
し
た
。
漂
着
か
ら
帰
還
ま
で
の
無
人
島
生
活
は
、
お
よ
そ
二
〇
年
に
お
よ

ん
だ
が
、
彼
ら
の
飲
み
水
の
貯
蔵
法
に
も
漆
喰
を
用
い
た
形
跡
は
な
い
。
こ
の
島
に

は
水
が
一
滴
も
な
い
の
で
、「
小
桶
等
又
ハ
流
木
ヲ
取
ア
ケ
焼
ク
ボ
メ
テ
呑
水
ヲ
溜

置
ト
イ
エ
ド
モ
、
渇
水
ニ
及
ヘ
ハ
垢
離
ヲ
ト
リ
日
本
大
小
ノ
神
祇
ヲ
祈
レ
ハ
、
三
日

ノ
中
ニ
降
雨
必
ス
験
ア
リ
」〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
一
二
〕
と
あ
る
。
小
桶
な
ど
の

入
れ
物
に
溜
め
お
く
ほ
か
、
火
は
流
木
を
焼
き
凹
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

石
を
焼
き
石
灰
を
産
し
て
漆
喰
で
塗
り
固
め
る
技
法
を
用
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
雨
乞
い
が
渇
水
時
の
最
終
手
段
で
あ
り
、そ
れ
が
案
外
よ
く
効
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
肥
前
船
が
み
せ
た
漆
喰
技
法
は
、
漂
着
者
の
だ
れ
も
が
考
え
つ
け
る
も
の
で

は
な
く
、
漆
喰
技
術
が
進
展
す
る
肥
前
の
船
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
と
推
察

す
る
。

な
お
鳥
島
で
の
「
油
石
灰
」
に
何
の
油
が
使
わ
れ
た
の
か
は
、
記
録
に
は
表
れ
て

こ
な
い
。
対
馬
や
肥
前
、
薩
摩
で
使
わ
れ
た
船
漆
喰
で
は
、
鱶
油
を
上
等
と
し
魚

の
油
も
よ
し
と
し
て
い
る
〔
出
口
二
〇
一
八
〕。
し
た
が
っ
て
ま
ず
は
鱶
油
を
含
む

魚
の
油
が
考
え
ら
れ
る
。『
八
丈
実
記
』
に
よ
れ
ば
、
周
辺
海
域
は
各
種
魚
や
サ
メ

も
多
い
が
、
こ
の
島
の
サ
メ
は
悪
食
に
て
、「
容
易
ニ
海
中
エ
ハ
入
リ
ガ
タ
シ
」〔
近

藤
一
九
六
八
、
七
二
二
〕
と
い
う
。
魚
は
い
て
も
安
定
し
て
捕
獲
調
達
で
き
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
他
方
、
中
国
の
船
漆
喰
に
常
用
さ
れ
た
桐
油
な
ど
の

植
物
油
は
調
達
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
イ
ッ
サ
キ
（
青
桐
）
は
綱
に
な
る
木
と
し
て
い

る
が
、
油
を
採
取
す
る
木
で
は
な
い
。
一
方
、
大
鳥
の
身
と
皮
の
間
の
油
は
五
合
ほ

ど
と
れ
る
と
記
さ
れ
る
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
〇
〕。
鳥
島
で
も
っ
と
も
た
や
す
く

安
定
的
に
入
手
で
き
た
の
は
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
油
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
が
船
漆
喰

に
も
代
用
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

そ
の
後
の
薩
州
船
の
漂
着
は
、
心
強
い
仲
間
を
増
や
し
た
が
、
急
に
蚊
も
増
え
た
。

小
離
島
の
生
態
は
人
の
移
動
に
よ
り
、
す
ぐ
に
も
変
化
す
る
こ
と
を
『
八
丈
実
記
』

は
伝
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
生
存
者
一
四
人
が

い
よ
い
よ
脱
出
し
、
青
ヶ
島
か
ら
八
丈
島
へ
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
無
事
国
へ
帰
郷
し
た
。

そ
れ
ま
で
に
八
人
が
病
気
そ
の
他
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
は
、
あ
と
か
ら
や
っ
て
く
る
漂
着
者
の
た
め
の
備
え
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
ひ

と
つ
は
、
壁
書
で
あ
る
。
漂
流
者
が
鳥
島
で
在
住
し
た
始
終
、
水
溜
の
油
石
灰
の
塗

り
方
、
魚
鳥
の
捕
り
方
、
夏
の
間
の
食
料
の
貯
え
方
を
こ
と
ご
と
く
記
し
て
、
同
じ

境
遇
に
立
っ
た
見
知
ら
ぬ
人
へ
残
し
と
ど
め
た
。
ま
た
、
鍋
釜
釣
り
道
具
も
箱
に
入

れ
て
、
後
人
の
た
め
に
炭
の
粉
を
内
に
入
れ
、
神
祠
は
菊
銘
石
を
焼
い
て
油
石
灰
と

し
て
塗
り
お
い
た
。
い
つ
来
る
と
は
わ
か
ら
な
い
来
訪
者
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り

耐
久
性
を
保
つ
た
め
の
最
大
限
の
備
え
で
あ
っ
た
。
油
石
灰
は
、
こ
の
無
人
島
で
集

団
が
生
き
残
る
た
め
の
生
命
線
と
な
る
技
術
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
が
あ
れ
ば
、
た

と
え
他
地
方
か
ら
き
た
者
で
も
生
き
延
び
ら
れ
る
。文
字
の
わ
か
る
船
頭
の
教
養
は
、

出
会
う
こ
と
の
な
い
未
来
の
漂
着
仲
間
に
ま
で
知
恵
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
現
に
、
の
ち
に
こ
の
島
へ
漂
着
し
た
者
が
、
壁
書
を
読
み
、
そ
の
顛
末
を
記

し
た
。
鳥
島
へ
の
漂
着
は
、彼
ら
の
予
測
ど
お
り
、そ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
も
っ

と
も
自
力
で
船
を
拵
え
て
帰
る
と
い
う
よ
り
、
外
国
船
に
救
助
さ
れ
る
例
が
多
く

な
っ
た
。
世
界
は
圧
倒
的
な
航
海
力
を
有
す
る
大
型
帆
船
や
動
力
船
の
時
代
に
な
っ

て
い
た
。
漂
流
者
た
ち
は
そ
の
現
実
を
先
ん
じ
て
経
験
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

例
1
．
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
、
北
ア
メ
リ
カ
の
ネ
ウ
ヨ
ル
の
船
、
浦
賀

に
入
津
。
阿
波
の
平
賀
丸
の
船
頭
は
じ
め
一
一
人
、
無
人
島
に
漂
着
し
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
船
に
救
わ
れ
る
。
南
部
釜
石
の
千
手
丸
一
一
人
乗
り
も
正
月
出
帆
、
海
中
で
難

船
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
救
わ
れ
る
。
都
合
二
二
人
浦
賀
に
引
き
渡
す
。

例
2
．
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
阿
波
撫
養
の
船
幸
宝
丸
（
平
宝
丸
の
誤
り
か
と

近
藤
富
蔵
記
す
）
一
一
人
、
鳥
島
に
漂
着
、
金
毘
羅
権
現
に
祈
願
す
る
に
そ
の
救
護

あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
船
に
助
け
ら
れ
、
故
郷
に
帰
る
。
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例
3
．
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
長
門
の
船
、江
戸
出
帆
後
一
つ
の
鳥
島
に
漂
着
、

回
り
二
里
ば
か
り
の
硫
黄
山
頂
上
よ
り
煙
が
立
っ
て
い
た
。
翌
年
島
に
向
か
っ
て
き

た
イ
ギ
リ
ス
人
の
船
に
助
け
ら
れ
、
広
東
の
イ
ギ
リ
ス
領
香
港
に
着
岸
す
る
。
香
港

か
ら
蒸
気
船
で
杭
州
湾
の
作さ

浦ほ

に
、
さ
ら
に
長
崎
交
易
の
唐
船
に
乗
り
移
り
、
長
崎

に
帰
国
す
る
。
漂
流
日
本
人
一
一
人
。

例
4
．
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
一
月
、
薩
摩
手
船
開
運
丸
、
山
川
湊
を
出
帆

す
る
と
こ
ろ
、
一
二
月
に
南
海
に
漂
流
し
、
寛
文
・
享
保
・
元
文
・
天
明
・
寛
政
等

に
漂
着
者
が
居
住
し
て
い
た
鳥
島
に
着
岸
。
翌
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
鳥
島
出
帆
。

八
丈
島
に
安
着
す
る
。
七
〇
年
以
上
を
へ
て
、
鳥
島
の
岩
洞
に
あ
っ
た
壁
書
の
、
板

は
朽
ち
、
文
字
は
摩
滅
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
写
し
き
た
る
。
そ
の
内
容
は
お
よ
そ

以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
〔
近
藤
一
九
六
八
、
七
二
八
〕。

壁
書
覚

一
、�

土
州
赤
岡
浦
船
四
人
乗
り
、
天
明
五
年
正
月
に
流
さ
れ
、
二
月
一
三
日　

鳥

島
上
陸
。

一
、�

遠
州
新
居
船
一
二
人
乗
り
、
享
保
四
年
一
二
月
に
流
さ
れ
、
正
月
一
二
日
、

鳥
島
上
陸
。

一
、�

江
戸
塩
町
一
七
人
乗
り
、
元
文
三
年
一
二
月
に
流
さ
れ
、
正
月
一
二
日
、
鳥

島
に
上
陸
。

一
、�

九
州
肥
前
船
一
一
人
乗
り
、
天
明
七
年
一
二
月
流
さ
れ
、
正
月
一
九
日
、
鳥

島
上
陸
。

一
、�

薩
州
志
布
志
船
六
人
乗
り
、
寛
政
元
年
一
二
月
流
さ
れ
、
正
月
一
九
日
、
鳥

島
上
陸
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
だ
け
は
、
し
っ
か
り
と
写
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
鳥
島
で
長
く
居

住
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
ら
は
、
そ
の
無
人
島
に
人
が
い
た
こ
と
を
重
要
情
報
と

し
て
持
ち
帰
っ
た
。

無
人
島
で
の
船
造
り
、
水
溜
め
造
り
に
、
油
石
灰
（
船
漆
喰
）
が
い
か
に
重
要
な

技
で
あ
っ
た
か
、『
八
丈
実
記
』
に
表
れ
る
船
漆
喰
の
実
相
は
、
寺
島
良
安
の
『
和

漢
三
才
図
会
』〔
寺
島
一
九
八
六
〕
や
の
ち
に
ふ
れ
る
小
野
蘭
山
や
金
沢
兼
光
な
ど
、

京
都
や
大
坂
、
江
戸
に
い
て
、
学
問
を
修
め
、
博
学
や
博
識
を
も
っ
て
ま
と
め
あ
げ

た
事
典
の
よ
う
な
書
物
と
は
一
味
も
二
味
も
異
な
っ
て
い
た
。

❷
琉
球
船
の
船
漆
喰

鳥
島
に
漂
流
し
た
長
平
が
帰
還
し
た
郷
里
の
土
佐
で
は
、『
八
丈
実
記
』
と
同
様
、

克
明
な
聞
書
（
口
書
）
に
も
と
づ
く
記
録
が
、
繰
り
返
し
写
さ
れ
、
語
ら
れ
た
〔
高

知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
〕。
近
代
に
は
国
威
発
揚
と
結
び
つ
け
て
脚
色
さ
れ
、
子

供
に
読
ま
せ
る
童
話
と
し
て
世
に
出
さ
れ
た
〔
北
村
一
九
〇
八
、
南
洋
一
九
四
三
〕。

現
代
に
も
小
説
や
映
画
に
な
り
〔
吉
村
一
九
七
六
な
ど
〕、
漂
流
民
の
い
た
洞
窟
を

こ
の
目
で
確
か
め
た
い
と
取
り
組
ん
だ
探
検
家
が
現
れ
た
〔
高
橋
二
〇
一
六
〕。
さ
ら

に
長
平
の
墓
碑
は
香
南
市
の
史
跡
に
な
っ
た
。
一
方
、
土
佐
は
漂
流
者
の
出
発
地
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、漂
流
先
と
な
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。『
土
佐
国
群
書
類
従
』

に
は
、
漂
流
を
契
機
と
し
て
相
対
化
さ
れ
た
琉
球
船
と
日
本
船
の
技
術
比
較
の
記
録

が
あ
る
。『
漂
民
対
話
』
が
朝
鮮
半
島
か
ら
の
漂
民
と
日
本
列
島
で
の
取
り
調
べ
官

の
間
で
交
わ
さ
れ
る
実
用
的
問
答
集
と
し
て
、
朝
鮮
通
詞
の
い
わ
ば
教
科
書
的
役
割

を
は
た
し
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
木
造
船
技
術
の
比
較
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う

に
〔
出
口
一
九
九
六
〕、
漂
着
は
互
い
の
船
の
技
術
を
相
対
化
す
る
出
会
い
の
場
で

あ
り
、
格
好
の
観
察
の
機
会
で
あ
っ
た
。

（
一
）
琉
球
船
と
桐
油
餅

「
宇
留
麻
話
」
に
よ
れ
ば
〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
八
一
～
二
八
三
〕、
寛

政
七
（
一
七
九
五
）
五
月
二
六
日
、
琉
球
船
が
漂
着
先
の
中
国
福
州
か
ら
琉
球
に
帰

帆
の
途
上
、
再
び
難
船
し
、
土
州
幡
多
郡
下
田
浦
、
現
在
の
中
村
市
下
田
浦
に
漂
着

し
た
。
乗
組
は
三
十
一
人
、
同
八
月
九
日
薩
州
の
お
迎
え
船
が
下
田
に
き
て
、
琉
球

船
は
引
き
渡
さ
れ
た
。
言
葉
が
十
の
う
ち
三
か
ら
四
は
通
じ
る
が
、
半
分
以
上
通
じ
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な
い
た
め
、
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
話
は
綴
ら
れ

る
。
琉
球
の
儀
間
筑ち

く

登と

之う
ん

は
士
族
で
あ
り
、
八
重
山
島
詰
め
の
医
師
石
川
親
雲
上
に

仕
え
て
い
た
人
物
と
い
う
〔
島
村
二
〇
〇
八
、
一
一
四
〕。
土
佐
に
漂
着
し
た
の
は

三
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

琉
球
船
と
日
本
船
の
性
能
に
つ
い
て
徳
久
多
助
の
問
い
に
儀
間
筑
登
之
答
え
て
い

わ
く
、

　

�　

大
洋
荒
場
へ
の
船
乗
り
方
は
、
日
本
の
船
が
積
荷
を
打
ち
捨
て
る
折
に
も
琉

球
船
は
全
く
走
り
回
り
、
琉
球
船
が
荷
を
打
ち
捨
て
る
折
に
は
日
本
船
は
九
死

に
一
生
の
次
第
で
あ
り
、
琉
球
船
は
巧
者
が
多
い
と
話
に
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
直
接
乗
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
確
実
な
こ
と
は
自
分
も
わ
か
ら
な
い
。

琉
球
船
は
平
み
が
あ
り
、
覆
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
う
え
帆
柱
が
小
さ
く
利
が

あ
る
。
日
本
船
は
波
し
の
ぎ
は
い
い
が
、
覆
り
や
す
い
。
し
か
も
帆
柱
が
大
き

く
不
利
で
あ
る
〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
八
二
〕。

つ
ま
り
琉
球
船
は
、
日
本
船
と
く
ら
べ
、
大
洋
荒
場
で
の
航
海
性
能
に
優
れ
る
こ

と
を
、
荷
物
を
打
ち
捨
て
る
非
常
事
態
と
九
死
に
一
生
の
そ
れ
と
の
二
段
階
で
相
対

評
価
し
て
い
た
。
琉
球
船
は
平
み
が
あ
り
、
転
覆
し
に
く
い
こ
と
、
帆
柱
が
小
さ
い

た
め
に
扱
い
や
す
い
こ
と
を
そ
の
要
因
に
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
桐
油
餅
と
呼
ば
れ

る
琉
球
船
の
船
漆
喰
に
つ
い
て
も
練
り
・
塗
り
・
採
油
法
に
分
け
、聞
き
書
い
て
い
る
。

　
「
桐
油
餅
搗
様

一
石
灰
壱
升
ニ
桐
油
壱
合
五
勺
ヲ
入
レ
、
チ千ン
杵
計
練
合
、
又
桐
油
五
勺
加
エ

百
杵
計
練
合
用
フ
。

　

右
餅
舩
ニ
ヌ
リ
様

舩
合
セ
目
溝
抔
之
所
へ
古
綱
ニ
桐
油
餅
スヌ

リ
候
テ
、
合
セ
目
ニ
打
込
上
エ
竹
之

糸
、
是
ハ
竹
ノ
カ
ワ
ヲ
ス
リ
落
シ
入
候
也
。
火
縄
ノ
様
ニ
仕
ル
也
。

桐
油
餅
練
合
ス
ル
也
。

　

桐
ノ
油
取
リ
様
の
事

実
熟
仕
ヲ
五
六
日
干
粉
ニ
仕
、
菜
種
ノ
油
ヲ
取
ル
様
絞
ル
也
。

餅
練
合
候
時
、
六
人
計
ニ
而
初
メ
ハ
力
不
入

次
第
ニ
力
ヲ
入
練
合
也
。

　

チ
ャ
ン
ヌ
リ
ノ
法

　

右
琉
球
伝　

儀
間
筑
登
之
書
附
」〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
八
二
〕。

①
練
り　

桐
油
餅
は
、
石
灰
一
升
に
桐
油
を
五
勺
入
れ
、
千
杵
ほ
ど
練
り
合
わ
せ

た
あ
と
、
さ
ら
に
桐
油
を
五
勺
加
え
、
百
杵
ほ
ど
練
り
合
わ
せ
て
用
い
る
。

②
塗
り　

船
の
板
同
士
の
合
わ
せ
目
の
溝
に
沿
っ
て
古
綱
に
桐
油
餅
を
塗
り
、
合

わ
せ
目
に
打
ち
込
ん
だ
う
え
に
、
竹
の
皮
を
擦
り
落
し
た
も
の
を
火
縄
の
よ
う
に
入

れ
る
。

③
採
油　

桐
の
油
を
採
る
に
は
、完
熟
し
た
実
を
五
、六
日
乾
燥
さ
せ
、粉
に
し
て
、

菜
種
油
を
採
る
要
領
で
絞
る
。
餅
練
り
合
わ
せ
の
際
は
、
六
人
ほ
ど
が
最
初
は
力
を

入
れ
ず
に
次
第
に
力
を
入
れ
て
練
り
合
わ
せ
る
。
用
い
る
箱
は
長
さ
三
尺
、
幅
一
尺

ほ
ど
の
大
き
さ
と
図
示
さ
れ
、
こ
れ
が
チ
ャ
ン
ヌ
リ
の
法
で
あ
る
。
右
琉
球
に
伝
わ

る
も
の
で
、
出
所
は
儀
間
筑
登
之
の
書
附
、
と
し
て
い
る
。

漆
喰
は
、
沖
縄
の
民
俗
語
彙
で
も
モ
チ
（
餅
・
ム
チ
）
と
表
現
し
て
お
り
〔
出
口

二
〇
一
八
〕、
近
世
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
使
わ
れ
た
用
語
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
確

認
で
き
る
。
漂
着
船
の
処
理
に
あ
た
っ
た
土
佐
で
は
、
そ
れ
が
自
分
た
ち
に
は
な
じ

み
の
な
い
琉
球
船
の
技
法
と
認
識
さ
れ
、
記
録
さ
れ
た
。
こ
の
相
対
比
較
は
、
鳥
島

で
の
水
溜
め
用
の
漆
喰
や
船
漆
喰
の
技
法
が
、
土
佐
船
の
船
頭
・
長
平
で
は
な
く
、

肥
前
船
の
船
頭
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
ろ
う
と
筆
者
が
述
べ
た
論
拠
を
補
う
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
技
法
を
解
釈
し
て
チ
ャ
ン
ヌ
リ
と
と
ら
え
て
い
る
点
も
見
落
と

せ
な
い
。
そ
れ
は
、
琉
球
船
の
耐
用
年
数
と
関
わ
ら
せ
、
次
の
よ
う
に
も
登
場
す
る
。

　
�　

「
一
琉
球
舩
乗
年
数
、
凡
九
年
計
ノ
由
。
桐
油
餅
チ
ャ
ン
ノ
事
ト
見
ヘ
タ
リ
。
ヌ

リ
候
得
は
十
二
三
年
計
リ
保
チ
、
不
塗
時
ハ
九
年
計
リ
保
チ
候
由
。
桐
油
餅
ヲ

ヌ
リ
候
方
利
ト
云
。
儀
間
筑
登
之
話
」〔
高
知
県
立
図
書
館
二
〇
〇
五
、
二
八
八
〕。

つ
ま
り
儀
間
筑
登
之
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
琉
球
船
は
お
よ
そ
九
年
の
耐
用
年

数
で
あ
る
。
こ
れ
に
桐
油
餅
を
塗
る
と
、
十
二
、三
年
程
保
て
る
と
し
、
耐
用
年
数
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を
三
割
～
四
割
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
、
桐
油
餅
は
チ
ャ
ン
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
、

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
い
う
チ
ャ
ン
（
チ
ャ
ン
塗
り
）
と
は
、
日
本
に
渡
来
し
た
、
油

に
松
脂
な
ど
を
合
わ
せ
た
黒
も
し
く
は
濃
褐
色
の
瀝
青
の
こ
と
で
、
建
築
・
造
船
・

綱
具
な
ど
の
防
腐
塗
料
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
。
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
）

に
は
次
の
用
例
が
載
る
。

・�
俳
諧
・
投
盃
〔
一
六
八
〇
〕「
四
相
の
悟
り
手
く
さ
び
に
有 

ち
ゃ
ん
ぬ
り
に
天

地
の
色
を
あ
ら
は
せ
り
」

・�

浮
世
草
子
・
日
本
永
代
蔵
〔
一
六
八
八
〕
六
・
二
「
ち
ゃ
ん
ぬ
り
の
油
か
は
ら
け
、

し
ぼ
か
み
の
た
ば
こ
入
」

こ
の
用
例
に
よ
り
一
七
世
紀
後
期
に
は
す
で
に
日
本
で
も
知
ら
れ
た
技
術
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る

（
（
（

。

な
お
、
前
者
の
句
は
、
大
坂
の
商
人
で
宗
因
門
下
で
あ
っ
た
柏
雨
軒
一
礼
に
よ
る

も
の
で
「
ち
ゃ
ん
ぬ
り
に
天
地
の
色
を
あ
ら
は
せ
り　

阿
蘭
陀
よ
り
も
神
の
岩
船
」

と
続
く
〔
飯
田
ほ
か
一
九
七
一
、
五
四
五
〕。
チ
ャ
ン
塗
り
は
天
の
黒
と
地
の
黄
色
、

す
な
わ
ち
玄
黄
の
混
ざ
り
あ
う
色
を
表
わ
す
と
と
ら
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

は
辞
典
の
用
例
に
み
る
前
段
と
の
つ
な
が
り
で
は
な
く
、
阿
蘭
陀
船
の
チ
ャ
ン
の

色
と
神
の
岩
船
の
天
地
の
色
を
か
け
た
句
な
の
で
あ
ろ
う
。
文
化
財
保
存
修
復
の
美

術
工
芸
界
で
は
チ
ャ
ン
は
一
八
世
紀
は
じ
め
こ
ろ
か
ら
全
国
に
普
及
し
た
と
し
、
固

ま
る
性
質
を
も
っ
た
荏
胡
麻
油
や
桐
油
な
ど
の
乾
性
油
に
松
脂
を
混
合
し
た
も
の
を

チ
ャ
ン
油
と
し
て
い
る
〔
小
西
美
術
工
藝
社
Ｈ
Ｐ
〕。
チ
ャ
ン
と
船
漆
喰
の
違
い
は
、

松
脂
を
主
成
分
と
す
る
か
石
灰
を
主
と
す
る
か
に
あ
り
、
本
来
チ
ャ
ン
と
桐
油
餅
と

は
同
義
で
は
な
い
。
し
か
し
、
徳
久
多
助
は
、
琉
球
人
・
儀
間
筑
登
之
か
ら
聞
い
た

技
術
を
結
び
つ
け
、
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
も
の
と
類
推
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
琉
球
の
モ
チ
と
桐
油

琉
球
の
モ
チ
は
、
赤
瓦
の
継
ぎ
目
部
分
に
使
わ
れ
る
の
が
主
た
る
利
用
法
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
琉
球
で
初
め
て
石
を
焼
き
、
灰
に
し
た
の
は
一
七
三
一
年
（
尚
敬

一
九
）
蔡
宏
謨
、
翁
国
材
と
い
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
と
歴
史
書
は
伝
え
て
い
る
と
あ

る
〔
生
田
一
九
八
五
、
三
〇
一
〕。
こ
れ
は
『
球
陽
』〔
球
陽
研
究
会
一
九
七
四
〕
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
は
螺
灰
だ
っ
た
が
、
同
年
漂
着
し
た
中
国
人
か
ら
石
灰
を
焼
く

技
術
を
会
得
し
、
運
天
で
初
め
て
石
灰
を
焼
い
た
と
さ
れ
る
。
蔡
の
出
身
地
・
久
米

村
は
、
現
・
那
覇
市
久
米
に
位
置
し
、
別
名
を
唐
栄
と
呼
び
、
中
国
か
ら
の
渡
来
人

が
多
く
住
ん
で
い
た
。
蔡
は
一
七
四
三
～
四
五
年
に
か
け
て
編
ま
れ
た
琉
球
の
歴
史

書
『
球
陽
』
の
編
纂
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
モ
チ
（
漆
喰
）
の
原
料
と
な

る
良
質
か
つ
効
率
的
な
石
灰
製
造
は
、
近
世
中
期
に
な
っ
て
広
め
ら
れ
た
中
国
由
来

の
、
し
か
も
琉
球
へ
の
漂
着
者
か
ら
の
技
術
伝
授
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
代
の
民
俗
例
を
み
る
と
、
沖
縄
中
部
の
平
安
座
島
に
は
、
カ
ー
ラ
ム
チ
（
瓦
モ

チ
）
を
造
っ
て
い
た
ヘ
ー
ヤ
チ
ガ
マ
（
灰
焼
窯
）
が
あ
っ
た
。
平
安
座
の
ヘ
ー
ヤ
チ

ガ
マ
は
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）、
伊
計
島
出
身
者
が
徳
之
島
か
ら
瓦
モ
チ
の
製

造
を
修
得
し
、
平
安
座
に
定
住
し
て
造
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
草
創
と
い
う
。
干
潮

時
に
サ
ン
ゴ
石
を
リ
ー
フ
か
ら
採
取
し
、
窯
入
れ
し
た
あ
と
、
昼
夜
火
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
、
薪
を
補
給
し
、
さ
ら
に
小
さ
な
サ
ン
ゴ
石
を
増
し
入
れ
し
な
が
ら
、
三
日

目
、
白
い
煙
が
煙
出
し
口
か
ら
の
ぼ
る
の
を
見
て
、
完
全
燃
焼
し
た
サ
ン
ゴ
石
が
自

然
に
冷
え
る
の
を
待
っ
て
、
五
日
目
に
窯
出
し
し
た
。
こ
れ
に
水
を
か
け
、
白
い
練

り
粉
状
に
な
っ
た
サ
ン
ゴ
石
に
刻
ん
だ
ワ
ラ
を
混
ぜ
、
発
酵
す
る
の
を
待
つ
。
窯
入

れ
か
ら
二
週
間
ほ
ど
た
っ
た
段
階
で
、
石
臼
に
入
れ
、
杵
で
つ
く
と
白
い
カ
ワ
ラ
モ

チ
が
で
き
た
。
こ
の
半
製
品
ま
で
を
手
掛
け
、あ
と
は
買
い
手
自
ら
使
え
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
手
を
加
え
た
と
い
う
。
新
築
家
屋
の
屋
根
瓦
が
葺
か
れ
る
と
き
に
は
、
モ
チ

大
工
と
し
て
働
い
た
。
ま
た
山
原
船
の
組
板
の
継
ぎ
目
に
麻
糸
を
差
し
込
み
、
水
漏

れ
防
止
を
す
る
と
き
に
は
そ
の
上
か
ら
ム
チ
（
モ
チ
・
餅
）
を
塗
る
。
そ
の
作
業
を

頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
〔
生
田
一
九
八
五
、
三
〇
二
～
三
〇
四
〕。

石
灰
焼
き
と
漆
喰
造
り
の
民
俗
は
、『
宜
野
座
村
誌
』
に
も
記
述
が
あ
る
。
石
灰

を
「
へ
ー
」
と
い
い
、
黒
砂
糖
製
造
に
は
欠
か
せ
な
い
。
運
動
会
の
白
線
引
き
に
も

使
わ
れ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
な
需
要
は
瓦
屋
根
と
墓
石
の
表
に
塗
る
漆
喰
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で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
生
ま
れ
の
話
者
、
田
端
景
俊
氏
に
よ
れ
ば
、

祖
父
の
代
に
平
安
座
か
ら
宜
野
座
に
や
っ
て
き
た
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）、
五
年

以
降
の
記
憶
と
し
て
、
祖
父
が
石
灰
を
焼
き
、
村
内
や
久
志
、
金
武
ま
で
ま
わ
っ
て

屋
根
の
漆
喰
塗
り
を
し
た
。

船
の
管
理
用
に
は
、
白
ペ
ン
キ
と
し
て
石
灰
が
使
わ
れ
た
。
月
に
一
度
か
二
カ
月

に
一
度
、
松
葉
や
古
竹
で
船
底
を
焼
い
て
船
た
で
し
、
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
を
殺
す
。
そ

の
あ
と
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
塗
る
が
、
そ
れ
以
前
は
鍋
墨
を
塗
り
、
白
は
石
灰
を
使
っ

た
。
船
は
一
四
、五
年
と
も
た
ず
、
途
中
増
釘
を
す
る
な
ど
し
て
補
強
し
た
〔
宜
野

座
村
誌
編
集
委
員
会
一
九
八
九
、
二
二
九
～
二
三
二
、二
六
八
〕。

船
に
用
い
る
場
合
の
モ
チ
造
り
の
油
に
は
、
近
世
土
佐
で
の
琉
球
船
聞
書
に
照
ら

せ
ば
、
桐
油
を
混
ぜ
た
か
、
民
俗
事
例
に
多
く
み
ら
れ
る
魚
油
や
フ
カ
油
が
考
え
ら

れ
る
。
は
た
し
て
近
世
文
書
に
表
れ
た
琉
球
船
の
桐
油
餅
の
桐
油
は
、
ど
の
よ
う
に

調
達
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
桐
油
は
、
中
国
か
ら
の
交
易
品
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

日
本
に
お
け
る
桐
油
生
産
は
、
徳
川
政
権
下
の
殖
産
興
業
に
端
を
発
し
、
若
狭
の

小
浜
藩
が
国
内
屈
指
の
産
地
で
あ
っ
た
〔
福
井
県
一
九
九
六
、
四
〇
一
〕。
承
応
二
年

（
一
六
五
二
）
小
浜
藩
主
酒
井
忠
勝
が
桐
の
木
の
栽
培
を
奨
励
し
、
収
穫
は
増
大
し

た
と
さ
れ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
序
文
が
あ
る
板
屋
一
助
の
『
稚
狭
考
』

に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
に
は
軌
道
に
の
り
、
小
浜
第
一
の
家
業
と
な
り
、
一
七
〇
〇

年
代
後
期
に
は
油
屋
は
二
〇
〇
家
以
上
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。
日
本
海
側
各
地
で
種

を
集
積
し
、
精
油
し
た
も
の
が
大
坂
や
京
都
、
琵
琶
湖
を
経
由
し
て
、
桑
名
、
江
戸

へ
も
流
通
し
て
い
た
。
流
通
す
る
油
の
な
か
に
は
種
油
に
混
ぜ
て
売
り
、
桐
油
の
名

を
用
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
油
を
搾
る
こ
と
は
小
浜
よ
り
巧
者
な
る
場
所
は
な
く
、

油
の
搾
り
か
す
は
、
琵
琶
湖
近
辺
の
新
田
の
培
養
に
も
使
わ
れ
た
〔
木
崎
・
板
屋
・

法
本
一
九
七
四
、
六
四
九
〕。
他
方
、
松
江
藩
で
も
油
桐
の
栽
培
が
促
進
さ
れ
、
藩

内
で
の
需
給
に
対
策
さ
れ
て
い
た
。
島
根
県
島
根
町
で
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
栽
培

は
続
け
ら
れ
、
安
価
な
中
国
産
桐
油
に
お
さ
れ
、
需
要
が
減
っ
た
お
よ
そ
昭
和
三
〇

年
代
ま
で
生
産
さ
れ
た
と
い
う
〔
中
野
二
〇
一
七
〕。

桐
油
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
ア
ブ
ラ
ギ
リ
か
ら
採
油
さ
れ
る
日
本
産
と
、
シ
ナ

ア
ブ
ラ
ギ
リ
か
ら
採
油
さ
れ
る
中
国
産
で
は
、
そ
の
性
質
は
わ
ず
か
に
異
な
る
の
み

と
い
う
〔
明
永
一
九
四
一
、
三
四
〕。
他
の
油
に
比
べ
、
粘
性
が
高
い
の
が
特
徴
と

さ
れ
〔
カ
ネ
ダ
株
式
会
社
Ｈ
Ｐ
〕、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
創
業
の
油
専
門
業
者
で

あ
る
同
社
が
示
す
統
計
に
よ
れ
ば
、中
国
で
の
桐
実
の
生
産
量
は
、河
南
省
、広
西
省
、

貴
州
省
、
湖
南
省
、
四
川
省
な
ど
中
国
中
・
南
部
で
広
く
み
ら
れ
、
今
日
で
も
増
加

傾
向
に
あ
る
の
に
た
い
し
、日
本
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。一
方
、興
味
深
い
こ
と
に
、

長
ら
く
廃
れ
て
い
た
日
本
産
の
桐
油
が
近
年
福
井
県
の
小
浜
で
見
直
さ
れ
、
採
油
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
し
て
い
る
と
い
う〔
二
〇
一
九
年
三
月
七
日
朝
日
新
聞
〕。近
世
期
、

桐
油
の
育
成
は
琵
琶
湖
の
湖
北
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
若
狭
で
の
奨
励
よ
り
早
い

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
『
毛
吹
草
』
に
は
近
江
の
項
に
「
海
津
ノ
油
木
當
取
ニ

多
用
之
」
と
あ
る
〔
松
江
一
六
四
五
〕。
油
木
（
ア
ブ
ラ
ノ
キ
）
と
は
、
江
州
方
言

で
ア
ブ
ラ
キ
リ
の
こ
と
で
あ
る
〔
八
坂
書
房
二
〇
〇
一
、
二
六
〕。
別
名
コ
ロ
ビ
と
も

呼
ば
れ
た
。
筆
者
も
一
九
九
二
年
湖
北
の
菅
浦
で
徳
田
徳
一
さ
ん
か
ら
コ
ロ
ビ
の
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。「
こ
の
あ
た
り
の
山
は
肥
え
て
い
る
の
で
畑
に
し
、
ど
の

山
で
も
コ
ロ
ビ
を
採
っ
て
年
貢
と
し
て
納
め
て
い
た
。
米
と
も
交
換
し
た
。
桐
油
は

傘
や
合
羽
に
塗
っ
た
り
、
灯
油
に
し
た
り
す
る
。
だ
か
ら
山
が
薪
炭
林
に
な
っ
た
の

は
、
割
合
新
し
い
ん
や
。」

近
世
期
隆
盛
を
き
わ
め
た
油
桐
の
山
は
、
近
代
に
入
る
と
養
蚕
の
桑
畑
に
変
え
、

そ
れ
が
斜
陽
に
な
る
と
燃
料
用
の
ク
ヌ
ギ
に
変
え
、
薪
や
柴
に
し
て
丸
子
船
で
運
ん

だ
。
時
代
の
要
請
に
あ
わ
せ
、
植
え
る
樹
木
を
次
々
変
化
さ
せ
て
き
た
結
果
、
当
時

の
湖
北
で
は
、
油
桐
は
「
そ
れ
が
い
ま
や
一
本
し
か
な
い
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

桐
は
な
か
な
か
大
き
く
な
ら
な
い
。「
実
か
ら
育
て
る
が
、
そ
の
ま
ま
植
え
て
も
う

ま
く
芽
が
出
な
い
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
、
殻
か
ら
実
を
出
し
て
植
え
た
ら
す
ぐ
に
は

え
た
。
実
は
食
べ
る
と
恐
い
。
う
ま
い
が
、
上
げ
す
下
す
で
食
用
に
は
な
ら
ん
。」

こ
う
し
た
日
本
産
の
桐
油
が
船
漆
喰
に
使
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
琵
琶
湖
で
活



162

国立歴史民俗博物館研究報告
第 223集　2021年 3月

躍
し
た
丸
子
船
の
船
大
工
棟
梁
・
故
松
井
三
四
郎
さ
ん
は
中
国
大
陸
で
の
兵
役
経
験

が
あ
り
、
中
国
の
船
に
も
精
通
し
て
い
た
が
、
自
ら
船
漆
喰
を
使
用
し
た
話
や
桐
油

を
造
船
に
用
い
た
こ
と
は
、
生
前
つ
い
ぞ
聞
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
琉
球
で
は
元
来
自
生
し
て
い
な
か
っ
た
油
桐
を
、
中
国
か
ら
実
を
輸

入
し
栽
培
実
現
し
た
と
す
る
詳
し
い
内
容
が
、
一
七
四
五
年
鄭
秉
哲
や
先
の
蔡
宏
謨

ら
が
編
纂
し
た
琉
球
の
歴
史
書
『
球
陽
』
に
は
あ
る
。

　

�　

附
巻
三　

116　

三
〇
年
、
饒
波
村
の
金
城
は
、
桐
種
を
裁
植
し
、
褒
を
も
ら

い
、
赤
八
巻
に
の
ぼ
る
。

大
宜
味
郡
饒ぬ

ー
は波

村
に
金
城
と
い
う
者
が
い
た
。幼
い
時
か
ら
心
力
を
尽
く
し
、

按
司
地
頭
に
供
奉
し
て
い
た
。
二
五
歳
を
へ
て
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
本

国
は
も
と
も
と
桐
油
が
な
く
、
中
華
と
日
本
か
ら
買
っ
て
き
て
国
用
を
達
し
て

い
る
。
銀
を
費
や
す
こ
と
甚
だ
多
い
。
い
ま
、
そ
の
供
奉
を
辞
し
て
、
家
郷
に

回
り
、
桐
樹
を
植
え
、
油
を
採
っ
て
用
を
補
い
た
い
。
こ
の
志
を
按
司
に
伝
え

る
と
、
按
司
は
許
可
し
た
。
康
煕
六
一
年
（
一
七
二
二
）
唐
栄
（
久
米
村
）
の

習
吉
瑞
（
小
渡
子
幸
田
）
が
閩
に
入
り
医
を
学
ぶ
。
金
城
は
こ
の
小
渡
に
託
し

て
桐
樹
の
種
子
を
寄
買
し
た
。
小
渡
は
そ
の
種
子
乙
百
（
二
百
）
顆
を
買
い
持

ち
帰
る
。
金
城
は
こ
れ
を
受
け
取
り
、
あ
ま
ね
く
山
野
を
巡
り
、
つ
ぶ
さ
に
地

勢
を
見
て
桐
の
実
を
播
種
す
る
。
翌
年
に
な
っ
て
た
っ
た
一
株
が
生
ま
れ
た
。

金
城
は
こ
れ
を
大
事
に
育
て
、
愛
で
、
珍
宝
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
す
で
に
数
年

が
た
ち
、
大
い
に
繁
茂
し
、
結
実
も
多
く
な
っ
た
。
金
城
は
喜
ん
で
こ
の
実
を

採
り
宅
地
に
播
い
た
。
桐
は
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
後
年
、
こ
の
こ
と
を
詳

し
く
申
し
上
げ
た
。
高
奉
行
武
自
仁
は
、
山
北
を
巡
視
す
る
さ
い
に
金
城
を
招

き
、
つ
ぶ
さ
に
播
桐
の
顛
末
を
訪
ね
、
首
里
に
回
っ
た
。
そ
の
冬
、
自
仁
は
、

金
城
に
か
わ
っ
て
土
地
六
一
五
歩
を
請
け
た
。
乾
隆
二
年
（
一
七
三
七
）、
山

奉
行
東
崇
義
は
自
分
で
桐
実
七
〇
四
粒
を
捧
げ
、
聖
覧
に
奉
備
し
た
。
山
北
九

郡
に
給
付
し
、
各
所
に
播
種
さ
せ
、
ま
た
他
に
か
わ
っ
て
半
津
福
地
（
海
浜
の

不
毛
の
地
）
を
請
け
る
こ
と
合
計
六
一
五
歩
に
な
っ
た
。
そ
し
て
下
使
一
名
を

つ
け
た
。
こ
れ
よ
り
あ
と
、
山
北
の
人
は
年
々
倍
来
し
、
そ
の
実
を
求
め
、
播

植
す
る
よ
う
に
な
る
。
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
な
り
、
山
奉
行
毛
承
基
は

具
疏
し
て
旨
を
請
う
。
王
は
深
く
こ
れ
を
褒
奨
し
、
赤
八
巻
に
の
ぼ
ら
せ
、
か

つ
土
地
乙
千
八
百
歩
を
賜
り
、
あ
ま
ね
く
桐
樹
を
植
え
て
、
こ
れ
を
国
用
に
供

し
た
〔
球
陽
研
究
会
一
九
七
四
、
七
一
四
～
七
一
五
〕。

一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
前
半
こ
ろ
急
速
に
交
流
の
深
ま
っ
た
中
国
か
ら

漆
工
技
術
が
伝
え
ら
れ
、
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
琉
球
漆
器
は
〔
徳
川

一
九
七
八
、
一
〇
七
〕、
一
七
世
紀
の
は
じ
め
に
は
王
府
に
そ
の
製
作
所
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
活
発
化
す
る
。
顔
料
を
油
で
と
い
て
描
く
密
陀
絵
や
漆
に
顔
料
を
混
ぜ

て
描
く
漆
絵
の
油
に
は
、
桐
油
や
荏
油
が
使
わ
れ
た
〔
荒
川
一
九
七
八
、
一
一
四
～

一
一
五
〕。
ま
た
首
里
城
の
建
築
に
は
、
全
体
に
赤
い
彩
色
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は

ベ
ン
ガ
ラ
に
桐
油
を
混
ぜ
あ
わ
せ
た
も
の
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
屋
根
漆
喰
の
み
な

ら
ず
、
桐
油
は
壁
や
器
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
た
ゆ
え
、
そ
の
調
達
を
自

前
で
す
べ
く
地
産
を
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
。『
球
陽
』
に
み
る
日
本
か
ら
の
調
達
に

は
、
す
で
に
小
浜
を
中
心
に
成
功
を
お
さ
め
て
い
た
桐
油
が
輸
出
品
と
し
て
流
通
し

て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
で
は
『
球
陽
』
に
み
る
琉
球
で
の
桐
油
生
産
は
い

つ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
か
。
青
森
の
弘
前
士
族
で
あ
り
、
南
島
探
検
を
行
っ
た
笹
森

儀
助
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）、
国
頭
地
方
巡
回
の
お
り
、
農
産
陳
列
場
内

の
参
考
品
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
国
頭
地
方
の
木
材
の
な
か
に
桐
が
あ
る
の
を
『
南
嶋

探
検
』
に
記
し
て
い
る
〔
笹
森
一
九
八
二
、
一
〇
九
〕。
し
か
し
、
笹
森
が
南
島
踏

査
中
、
直
接
目
に
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
民
俗
事
例
に
み
る
サ
バ
ニ
の
補
修
や

建
造
時
に
塗
布
さ
れ
る
鱶
油
へ
の
高
い
評
価
と
定
着
に
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、
船
漆

喰
と
し
て
の
桐
油
は
そ
う
長
く
根
づ
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
筆
者
は
推
察
し
て

い
る
。
琉
球
が
、
中
国
か
ら
移
入
し
た
油
桐
の
栽
培
を
は
じ
め
て
い
た
近
世
中
期
の

段
階
で
、
対
馬
で
は
す
で
に
鱶
油
を
上
等
と
し
、
そ
の
他
魚
油
を
漆
喰
に
使
っ
て
い

た
。
一
方
、桐
油
は
対
馬
藩
中
村
家
文
書
の
漆
喰
の
原
料
に
登
場
し
て
は
い
な
い〔
出

口
二
〇
一
八
〕。
鹿
児
島
の
川
内
で
も
同
様
で
あ
り
、
船
漆
喰
の
油
は
、
中
国
の
桐
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油
優
勢
の
傾
向
に
た
い
し
、
列
島
で
は
自
給
し
や
す
い
魚
油
・
鱶
油
へ
と
代
替
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ

（
（
（

。

❸
中
国
船
の
船
漆
喰

康
煕
元
年
（
一
六
六
一
）、
漳
州
の
軍
人
朱
文
炳
が
部
下
と
と
も
に
台
湾
の
宜
蘭

方
面
に
漂
着
し
た
。
そ
の
さ
い
蕃
人
が
使
用
す
る
丸
木
舟
で
軍
人
ら
は
運
ば
れ
た
。

乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
完
成
の
『
台
海
使
槎
録
』
六
、「
番
俗
六
考
・
北
路
諸
羅

番
十
」
に
は
「
具
蟒
甲
以
送
。
蟒
甲
、
獨
木
挖
空
、
兩
邊
翼
以
木
板
、
用
藤
縛
之
、

無
油
灰
可
艌
、
水
易
流
入
、
番
以
杓
不
時
挹
之
」
と
あ
る
〔
黄
一
七
三
六
〕。
蠎
甲

と
は
一
本
の
木
を
刳
り
抜
い
た
船
で
、
両
側
に
板
を
つ
け
、
藤
で
縛
り
合
わ
せ
て
い

る
が
、
水
密
を
保
つ
油
灰
（
船
漆
喰
）
が
な
い
た
め
、
水
は
流
入
し
や
す
く
、
蕃
人

は
か
わ
る
が
わ
る
ア
カ
ク
ミ
で
こ
れ
を
汲
み
出
し
て
い
る
、
と
述
べ
る
。
中
国
大
陸

か
ら
の
漂
着
者
に
と
っ
て
、
船
体
に
油
灰
を
使
う
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
そ
の
有
無

が
自
船
と
異
船
の
技
の
違
い
を
尺
度
す
る
観
察
と
な
っ
て
い
た
。

（
一
）『
天
工
開
物
』
と
船
漆
喰

中
国
船
に
と
っ
て
古
来
重
要
な
技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
船
漆
喰
は
、
明
代

の
技
術
書
に
詳
細
が
記
述
さ
れ
る
。
宋
応
星
が
、
一
六
三
七
年
に
初
刊
し
た
と
さ
れ

る
『
天
工
開
物
』
に
は
、
舟
車
の
項
目
に
船
の
漆
喰
が
登
場
す
る
。
船
板
の
隙
間
を

塞
ぐ
に
は
白
麻
の
切
り
屑
を
筋
と
し
、
先
端
の
鈍
い
鑿
で
つ
き
入
れ
、
篩
を
通
し
た

細
か
い
石
灰
に
桐
油
を
混
ぜ
、
つ
き
固
め
て
塊
と
し
、
隙
間
を
塞
ぐ
。
温
州
、
台
州
、

福
建
、
広
東
の
地
で
は
石
灰
の
か
わ
り
に
蠣
灰
を
用
い
る
。
ま
た
、
元
朝
と
明
朝
の

は
じ
め
に
コ
メ
を
輸
送
し
た
海
用
の
運
搬
船
で
は
、
舵
棒
に
は
鉄
力
木
（
硬
く
腐
り

に
く
い
マ
メ
科
の
唐
木
・
タ
ガ
ヤ
サ
ン
の
こ
と
）
を
用
い
、
隙
間
を
防
ぐ
石
灰
に
は

魚
油
と
桐
油
を
混
ぜ
て
用
い
る
が
、そ
れ
に
ど
ん
な
効
用
が
あ
る
の
か
は
知
ら
な
い
、

と
す
る
〔
宋
一
九
六
九
、
一
八
五
、
一
八
七
〕。

留
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
は
油
灰
の
油
に
は
桐
油
の
み
な
ら
ず
、
魚
油
も
混
ぜ
る

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
出
土
事
例
や
民
俗
事
例
、
中
国
文
献
に
現
れ
る
油
灰
の
油

は
総
じ
て
桐
油
で
あ
る
が
、
沖
縄
や
九
州
で
卓
越
す
る
魚
油
が
混
合
油
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
、「
十
一　

焙
焼
」
で
は
、
五
行
の
う
ち
土
は
万
物
の
母
で
あ
る
。
水
は
隙

間
が
あ
れ
ば
必
ず
入
り
込
む
が
、
石
灰
を
船
に
塗
っ
て
怒
涛
を
防
ぐ
、
と
す
る
。
石

灰
は
火
で
焼
い
て
か
ら
使
用
す
る
。
多
数
の
船
や
垣
な
ど
の
隙
間
は
必
ず
石
灰
で
塞

い
で
水
漏
り
を
防
ぐ
。
ほ
ぼ
百
里
四
方
の
地
域
に
は
地
中
か
ら
焼
く
こ
と
の
で
き
る

石
が
あ
る
。
そ
れ
を
掘
り
と
っ
て
、
焼
き
、
地
表
に
出
て
風
化
し
た
も
の
は
使
用
し

な
い
。
石
灰
を
焼
く
燃
料
は
九
割
石
炭
、
一
割
薪
炭
で
あ
る
。
石
灰
を
使
用
し
て
船

の
隙
間
を
固
め
る
に
は
、
桐
油
や
魚
油
に
石
灰
を
混
ぜ
、
厚
手
の
絹
や
上
等
の
羅
に

こ
の
油
を
つ
け
、
こ
れ
を
杵
で
こ
つ
こ
つ
た
た
い
て
隙
間
を
塞
ぐ
。
石
灰
を
使
用
し

て
石
垣
を
積
む
に
は
、
石
灰
の
塊
を
ふ
る
い
去
っ
て
か
ら
水
で
塗
り
合
わ
せ
る
。
瓦

下
に
も
油
と
石
灰
を
用
い
る
。
石
灰
で
壁
を
白
塗
り
す
る
に
は
、
水
に
澄
ま
せ
て
紙

の
ス
サ
を
入
れ
て
塗
る
。
墓
や
貯
水
池
を
造
る
に
は
、
石
灰
一
に
川
砂
と
黄
土
を
二

の
割
合
で
入
れ
、
糯も

米ち

、
粳う

る

米ち

、
羊
桃
藤
の
汁
で
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
薄
く
塗
る
と
、

堅
固
で
長
く
崩
れ
な
い
。
こ
れ
を
三
和
土
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
藍
澱
を
作
っ
た
り
、

紙
を
作
っ
た
り
と
そ
の
効
用
は
数
え
き
れ
な
い
。
温
州
や
台
州
、
福
建
、
広
東
の
沿

海
地
方
な
ど
石
か
ら
石
灰
が
採
取
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
天
然
の
牡
蠣
が
代
用
と
な

る
。
蠣
灰
を
焼
く
に
は
、
槌
と
鑿
を
も
ち
、
水
に
入
っ
て
採
取
し
、
石
炭
を
積
み
重

ね
、
焼
き
上
げ
る
。
そ
の
方
法
は
石
灰
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
城
壁
や
橋
梁
の
築
造

に
用
い
た
り
、
桐
油
を
混
ぜ
て
船
に
用
い
た
り
す
る
が
、
そ
の
効
用
は
み
な
同
じ
で

あ
る
、
と
い
う
〔
宋
一
九
六
九
、
二
一
七
～
二
一
九
〕。

こ
の
よ
う
に
中
国
の
石
灰
は
陸
上
の
石
と
海
中
の
石
か
ら
の
採
取
法
が
あ
り
、
石

炭
を
主
燃
料
と
し
て
焼
い
た
。
漆
喰
の
基
本
は
石
灰
を
水
で
練
り
合
わ
せ
る
が
、
船

や
雨
に
う
た
れ
る
屋
根
に
は
油
が
使
わ
れ
、
墓
や
貯
水
池
を
造
る
に
は
、
川
砂
や
黄

土
を
混
ぜ
入
れ
、
さ
ら
に
糯
米
や
粳
米
な
ど
を
混
ぜ
て
崩
れ
に
く
い
漆
喰
に
し
た
。
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対
馬
藩
中
村
家
文
書
の
漆
喰
拵
え
に
み
ら
れ
た
砂
糖
は
、『
天
工
開
物
』
に
現
れ
な
い

も
の
の
、
用
途
に
あ
わ
せ
様
々
な
材
料
の
調
合
が
試
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
、
中
国
明
代
の
本
草
書
で
あ
る
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
は
、
石
部
九
巻

の
石
灰
の
項
目
に
「
艌
船
油
石
灰
名
水
竜
骨
（
主
治
）
金
瘡
跌
撲
傷
損
破
皮
出
血
及

諸
瘡
瘻
止
血
殺
蟲
時
珍
」〔
李
一
五
九
〇
〕
と
あ
り
、
薬
と
し
て
の
効
能
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
一
六
〇
七
年
、中
国
の
『
本
草
綱
目
』
を
長
崎
で
入
手
し
た
林
羅
山
は
、

徳
川
に
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
羅
山
が
一
六
一
二
年
に
著
し
、
一
六
三
〇
年
に

刊
行
し
た
『
多
識
編
』
の
巻
一　

石
部
第
七
で
は
石
灰
の
項
目
に
「
艌
舩
油
石
灰
名

ク
ニ
水
竜
骨
ト
、
布
那
曽
古
乃
伊
志
波
伊
、
俗
ニ
云
フ
志
豆
久
伊
」〔
林
一
六
三
〇
〕

と
し
、『
本
草
綱
目
』
に
依
拠
し
つ
つ
、
船
油
石
灰
は
、
俗
に
い
う
漆
喰
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
た
。
中
国
の
船
漆
喰
が
ど
う
い
う
も
の
か
、『
天
工
開
物
』
の
刊

行
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
日
本
の
本
草
学
者
は
書
物
と
経
験
に
照
ら
し
学
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

（
二
）
船
漆
喰
の
知
識
の
敷
衍

『
天
工
開
物
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
日
本
で
も
和
刻
本
が
出
さ
れ
、
中
国
の
事
情
を

伝
え
る
書
物
し
て
広
く
読
ま
れ
た
〔
宋
一
九
六
九
、
三
〕。
そ
の
知
識
は
、
と
き
に

和
漢
の
別
な
く
、
接
ぎ
木
さ
れ
、
敷
衍
さ
れ
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
寛
政
一
一

年
（
一
七
九
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
平
瀬
補
世
・
蔀
関
月
に
よ
る
『
日
本
山
海
名
産

図
会
』
巻
之
五
、「
近
江
石
灰
」
の
項
目
に
は
、「
先
億
萬
の
舟
楫
、
億
萬
の
垣
墻

凡
水
を
載
る
の
物
溝
洫
器
物
に
至
る
ま
で
是
に
寄
ざ
れ
ば
成
ら
ず
」〔
平
瀬
ほ
か

一
九
七
〇
、
六
五
〕
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
天
工
開
物
』「
石
灰
」
の
冒
頭

「
億
萬
舟
楫
、
億
萬
垣
牆
、
窒
隙
防
淫
、
是
必
由
之
」〔
宋
一
九
七
六
、
二
八
三
〕
を

な
ぞ
り
、
中
国
船
の
実
態
か
ら
生
ま
れ
た
記
述
で
あ
る
。
日
本
の
船
を
念
頭
に
お
く

な
ら
、
石
灰
を
塗
る
こ
と
は
当
時
の
中
国
ほ
ど
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
の
灰
用
方
で
は
、「
舟
の
縫
合
せ
の
目
を
固
う
す
る
に

は
、
桐
の
油
、
魚
の
油
に
厚
き
絹
、
細
き
羅
を
調
へ
和
し
て
杵
く
事
千
許
に
て
用

ゆ
…
…
」
と
あ
る
〔
平
瀬
ほ
か
一
九
七
〇
、
六
六
〕。
こ
れ
も
『
天
工
開
物
』
の
「
凡

灰
用
以
固
舟
縫
、
則
桐
油
、
魚
油
調
厚
絹
、
細
羅
、
和
油
杵
千
下
塞
艌
…
…
」〔
宋

一
九
七
六
、
二
八
四
〕
の
内
容
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
書
物
に
は
、
こ
の

よ
う
な
日
本
各
地
で
の
見
聞
知
見
と
あ
わ
せ
、
文
献
で
学
ん
だ
中
国
の
記
述
を
容
赦

な
く
つ
な
げ
る
書
き
方
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
日
本
山
海
名
産
図

会
』
の
近
江
石
灰
の
項
に
表
わ
れ
る
船
漆
喰
の
記
述
は
、
近
江
の
事
例
と
解
釈
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

他
方
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
大
坂
の
船
匠
・
金
沢
兼
光
に
よ

る
船
の
百
科
全
書
『
和
漢
船
用
集
』
に
は
シ
ャ
ム
船
に
つ
い
て
、
福
州
漳
州
の
船

に
か
わ
り
な
く
、「
舟
底
、
水
に
入
所
は
油
石
灰
に
て
悉
く
塗
故
に
白
き
也
」
と
あ

る
〔
金
沢
一
七
六
六
〕。
船
用
集
全
体
を
通
じ
て
国
内
船
の
記
述
に
は
登
場
す
る
こ

と
の
な
か
っ
た
油
石
灰
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ム
船
で
は
中
国
船
と
同
様
、
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
金
沢
は
指
摘
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
各
地
の
国
内
船
に
精
通
し
て
い

た
金
沢
な
ら
で
は
の
識
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
～

一
八
一
〇
）
は
京
都
で
活
躍
し
た
本
草
学
者
で
、
一
五
九
六
年
の
中
国
の
『
本
草
綱

目
』
を
考
証
し
、
日
本
の
野
山
で
の
見
聞
を
通
し
て
ま
と
め
、
日
本
の
本
草
学
の
集

大
成
と
も
な
る
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
を
晩
年
完
成
さ
せ
た
。
本
書
は
、『
本
草
綱
目
』

に
関
す
る
蘭
山
の
講
義
を
孫
で
あ
る
職も

と

孝た
か

が
筆
記
整
理
す
る
方
法
で
完
成
さ
れ
た
も

の
で
、
蘭
山
の
死
後
、
三
〇
年
以
上
た
っ
た
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）、
重
訂
版

で
あ
る
『
重
修
本
草
綱
目
啓
蒙
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
石
灰
の
項
目
の
最

後
に
、
船
漆
喰
に
関
し
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

�　
「
艌
舩
油
石
灰
ハ
舩
ノ
シ
ツ
ク
イ
ニ
用
ヒ
タ
ル
石
灰
ナ
リ
品
字
箋
云
以
油
麻

鑿
入
舩
隙
又
シ
ツ
ク
ヒ
ハ
石
灰
ノ
唐
音
ナ
リ
然
レ
ド
モ
本
邦
ニ
ハ
大
舩
ノ
釘
頭

ハ
石
灰
ニ
テ
塞
ゲ
ド
モ
小
舩
ノ
漏
ル
ゝ
所
ハ
扁ヒ

ノ
キ柏

ノ
ハ
ダ
皮
ヲ
用
ユ
是
ヲ
マ
キ

ハ
ダ
ト
云
フ
」〔
蘭
山
小
野
先
生
口
授
ほ
か
一
八
四
四
〕

つ
ま
り
、
艌
船
油
石
灰
は
船
の
漆
喰
に
用
い
る
石
灰
で
あ
る
。
中
国
の
品
字
箋
で

い
う
に
は
、
油
と
麻
を
鑿の

み

で
船
の
隙
間
に
入
れ
る
。
ま
た
「
し
っ
く
い
」
と
は
、
石
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灰
の
唐
音
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
大
船
の
釘
頭
は
石
灰
で
塞
ぐ
が
、
小
船
の
水
淦

が
漏
れ
る
と
こ
ろ
は
ヒ
ノ
キ
の
内
皮
を
用
い
、
こ
れ
を
マ
キ
ハ
ダ
と
い
う
、
と
す

る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
マ
キ
ハ
ダ
は
、
槙
も
し
く
は
ヒ
ノ
キ
の
内
皮
を
蒸
し
ほ
ぐ

し
、縄
状
に
し
た
板
と
板
の
隙
間
に
詰
め
る
淦
止
め
用
の
充
填
材
で
あ
る（
写
真
3
）。

小
野
は
、
日
本
と
中
国
、
さ
ら
に
日
本
の
大
船
と
小
船
と
を
対
比
さ
せ
、
小
船
に

お
け
る
マ
キ
ハ
ダ
が
中
国
の
船
漆
喰
に
か
わ
る
技
法
で
あ
る
旨
、
指
摘
し
て
い
た
。

も
っ
と
も
こ
の
時
代
の
日
本
で
は
、
板
同
士
の
隙
間
に
は
、
大
船
・
小
船
と
も
に
マ

キ
ハ
ダ
を
多
用
し
て
い
た
〔
出
口
二
〇
一
八
〕。
一
例
を
示
す
と
、
浦
賀
同
心
組
頭

今
西
幸
蔵
の
武
家
住
宅
と
船
に
か
か
わ
る
技
術
書
で
あ
る
文
化
一
〇
年（
一
八
一
三
）

『
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
』
に
は
、「
一
、
船
保
年
数
六
、七
年
目
惣
鑿
打
」「
一
、
槙

縄
壱
籠
」
と
あ
っ
て
、
一
八
～
二
〇
年
で
乗
り
納
め
と
な
る
ま
で
に
、
板
同
士
の
隙

間
の
槙
縄
を
入
れ
直
す
惣
ノ
ミ
う
ち
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
〔
今

西
一
九
七
〇
、
六
五
〇
、
六
五
七
〕。
他
方
、
釘
頭
に
銅
板
を
貼
っ
て
腐
食
止
め
と
す

る
こ
と
は
記
さ
れ
る
が
、
漆
喰
の
記
載
は
な
い
。
蘭
山
は
、
本
邦
大
船
の
釘
頭
の
漆

喰
使
い
を
、ど
の
地
域
の
情
報
と
し
て
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
聞
か
観
察
か
、

明
言
し
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
長
崎
周
辺
で
見
た
可
能
性
は
あ
る
。
日
本
で
は
船
漆

喰
が
大
船
の
釘
頭
と
い
う
限
定
さ
れ
た
利
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
留

意
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
一
七
七
七
年
か
ら
幕
末
・
明
治
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
谷
川
士
清
の
『
倭

訓
栞
』
に
も
船
漆
喰
と
み
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。「
し
つ
く
い
」
の
項
目
に
「
石
灰

の
唐
音
な
り
と
い
へ
り
（
中
略
）
今
し
つ
く
い
と
称
す
る
は
本
草
に
以
麻
筋
和
油
石

灰
為
之
と
云
へ
る
是
な
り
」〔
谷
川
一
八
九
八
、
七
五
〕
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
に

一
六
世
紀
末
以
降
の
中
国
の
『
本
草
綱
目
』
や
『
天
工
開
物
』
等
の
知
識
に
沿
っ
て
、

林
羅
山
や
小
野
蘭
山
ら
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
た
文
人
・
学
者
の
学
識
に
、
中
国
の
船

漆
喰
は
の
ぼ
っ
て
い
た
。
一
方
、
釘
頭
の
漆
喰
は
、
対
馬
藩
の
中
村
家
文
書
に
お
い

て
蘭
山
に
先
ん
じ
て
記
録
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
船
大
工
の
民
俗
技
術
は
、
収
集
整

理
さ
れ
た
学
問
に
先
だ
ち
、
生
き
る
知
恵
と
し
て
い
ち
は
や
く
備
忘
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

❹
西
洋
人
の
見
た
船
漆
喰
～
カ
ル
レ
ッ
テ
イ
の
『
世
界
周
遊
記
』
ほ
か

日
本
列
島
の
船
漆
喰
は
、
石
灰
の
生
産
、
油
桐
の
移
植
を
含
め
、
中
国
大
陸
に
学

ん
だ
技
術
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
最
初
は
輸
入
、
そ
の
後
は
自
前
で
も
調
達
す
る
よ
う

写真3　マキハダうち　琵琶湖・堅田　1993 年
琵琶湖丸子船の船大工棟梁・故松井三四郎さん　シキ底の船板の接合後，竹のヤトクの先に油を
つけて接ぎ目に縄状のマキハダをトントンと調子よく入れていく。琵琶湖ではマキハダをマキナ
ワと呼んでいた。　
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に
な
っ
た
。『
球
陽
』
に
依
拠
す
れ
ば
、
琉
球
の
場
合
、
自
前
で
栽
培
・
生
産
し
は

じ
め
る
の
は
、
近
世
中
期
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、
長
崎
で
は
、
そ
れ
以
前

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
自
前
で
調
達
さ
れ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

（
一
）
フ
ロ
イ
ス
の
観
察

一
五
六
三
年
に
日
本
を
訪
れ
、
一
五
九
七
年
長
崎
で
亡
く
な
る
ま
で
、
三
〇
年
間

以
上
に
わ
た
り
日
本
に
滞
在
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
・
ル
イ
ス
＝
フ
ロ
イ
ス
が
、

一
五
八
五
年
に
し
た
た
め
た
文
書
に
「
日
本
覚
書
」
が
あ
る
〔Frois 1955　

フ
ロ
イ

ス
一
九
九
一
、
松
田
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
一
九
八
三
な
ど
〕。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
櫓
漕
ぎ
を

し
な
が
ら
船
歌
を
朗
じ
る
日
本
の
習
俗
は
、
す
で
に
一
六
世
紀
、
異
国
の
眼
差
し
に

よ
っ
て
興
味
深
く
観
察
さ
れ
て
い
た
。

　

�　
「
10　

わ
れ
ら
の
水
夫
は
漕
い
で
い
る
あ
い
だ
は
坐
っ
て
お
り
、
し
ゃ
べ
ら

な
い
。
日
本
の
水
夫
は
、
立
ち
上
が
り
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
歌
っ
て
い
る
」。

造
船
技
術
で
は
、
水
密
を
保
つ
技
術
に
相
違
が
あ
り
、
松
脂
や
ガ
ラ
ガ
ラ
が
用
い

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。

　

�　
「
4　

わ
れ
ら
の
（
船
）
は
、
浸
水
し
な
い
よ
う
に
外
側
を
松
脂
ま
た
は
ガ

ラ
ガ
ラ
で
修
理
さ
れ
る
。
日
本
の
は
、
板
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
、

他
の
接
合
剤
を
用
い
な
い
」。

推
進
具
で
は
、
櫓
に
よ
る
推
進
が
念
入
り
に
観
察
さ
れ
て
い
た
。

　

�　
「
11　

わ
れ
ら
の
レ
モ
（
櫂
の
こ
と
）
は
、
す
べ
て
一
本
の
材
木
で
で
き
て

い
る
。
日
本
の
レ
モ
（
櫓
の
こ
と
）
は
、
二
本
（
を
繋
い
）
で
あ
る
」〔
松
田
・

ヨ
リ
ッ
セ
ン
一
九
八
三
、
一
二
七
、
棒
線
筆
者
訳
〕。

松
田
ら
は
、
覚
書
の
訳
出
後
の
四
章
で
、
覚
書
の
一
つ
一
つ
に
学
問
的
補
注
を
加

え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、「
日
本
で
は
…
…
」
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
る
今
後
の
再
検
討
を
期
待
し
、
本
書
で
は
あ
え
て
言
及
し
な

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、一
六
歳
で
母
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
発
ち
、そ
の
後
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
フ
ロ
イ
ス
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
…
…
」
の
記
述
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も
慎
重
に
と
り
あ
げ
る
必
要
性
を
提
案
し

た
〔
松
田
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
一
九
八
三
、
一
四
三
、
一
四
四
〕。
フ
ロ
イ
ス
の
東
西
文
化

の
相
対
比
較
は
、
簡
潔
な
が
ら
現
代
か
ら
見
通
し
て
も
説
得
的
な
部
分
が
多
い
。
と

は
い
え
、
わ
ず
か
な
船
の
記
述
に
限
っ
て
も
そ
の
検
証
は
容
易
で
は
な
い
。
本
論
で

は
、
船
漆
喰
に
関
わ
る
4
の
箇
所
だ
け
に
絞
り
、
民
俗
学
的
考
察
を
続
け
よ
う
。

フ
ロ
イ
ス
は
、
わ
れ
ら
の
船
す
な
わ
ち
、
西
洋
船
の
水
密
と
防
腐
の
た
め
に
船
体

に
塗
る
も
の
は
、
松
脂
と
ガ
ラ
ガ
ラ
で
あ
る
と
し
、
日
本
船
は
、
そ
れ
ら
を
用
い
ず
、

板
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
他
の
接
合
剤
を
用
い
な
い
と
し
た
。
ガ
ラ
ガ

ラ
は
後
に
述
べ
る
と
お
り
、
漆
喰
の
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
フ
ロ
イ
ス
の
目
に

は
、
日
本
の
船
が
白
木
の
ま
ま
の
（
あ
る
い
は
、
そ
う
見
え
る
）
船
体
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
異
な
る
点
と
映
っ
て
い
た
。
当
時
、
日
本
に
マ
キ
ハ
ダ
は
あ
っ
た
の
で
、

充
填
材
を
使
わ
な
い
は
ず
は
な
か
ろ
う
が
、一
九
七
〇
年
代
の
船
大
工
に
あ
っ
て
も
、

マ
キ
ハ
ダ
を
入
れ
な
く
て
も
ぴ
た
り
と
水
密
が
保
て
る
船
体
で
あ
る
こ
と
が
腕
の
良

さ
と
す
る
語
り
方
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
た
。
西
日
本
で
マ
キ
ハ
ダ
の
利
用
が
一
層
さ

か
ん
に
な
る
の
は
、
近
世
中
・
後
期
こ
ろ
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
フ
ロ
イ

ス
の
指
摘
は
、
引
き
続
き
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
の
周
遊
記

松
田
と
ヨ
リ
ッ
セ
ン
は
『
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
覚
書
』
の
解
説
の
な
か
で
、
世
界
周

遊
を
な
し
と
げ
た
商
人
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
父
子
が
、
フ
ロ
イ

ス
の
亡
く
な
る
二
か
月
前
の
、
一
五
九
七
年
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、
長
崎
に

約
一
〇
カ
月
間
滞
在
し
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
フ
ロ
イ
ス
の
覚
書
を
読
ん
で
『
世

界
一
周
記
』
の
日
本
の
こ
と
を
し
た
た
め
た
と
指
摘
す
る
〔
松
田
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン

一
九
八
三
、
二
一
〕。
記
述
の
一
致
は
、
先
に
示
し
た
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
に
み

る
『
天
工
開
物
』
と
の
一
致
と
同
様
、
西
欧
の
記
録
に
も
あ
て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
。

他
方
、
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
の
世
界
周
遊
記
は
、
そ
こ
に
新
た
な
解
説
を
加
え
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
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マ
ニ
ラ
に
き
た
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
日
本
を
経
由
し
て
シ
ナ
に

い
き
、
シ
ナ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
乗
り
、
リ
ス
ボ
ン
に
い
こ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
ま

ず
長
崎
に
む
か
っ
た
。
そ
の
船
は
ソ
ン
メ
（Som

m
e

）
と
日
本
人
が
呼
ぶ
も
の
だ
っ

た
〔Carletti 1701: 3, 1941: 104, 1964: 96, 1987: 97

〕。

こ
の
ソ
ン
メ
と
い
う
船
名
は
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
の
日
記
に
も
登
場
し
て
お
り
、

一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
て
い
た
、
日
本

船
を
含
む
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
船
の
名
称
の
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
論
で
カ
ル

レ
ッ
テ
ィ
の
旅
行
記
に
注
目
す
る
の
は
、
船
漆
喰
に
関
す
る
記
述
が
見
い
だ
せ
る
点

に
関
し
て
だ
。
そ
こ
で
ま
ず
一
七
〇
一
年
版
の
原
文
と
日
本
語
訳
を
記
載
す
る
。

　

�　

Im
perocche　

queste Som
m

e sono fatte debolm
ente e senz' 

esser im
peciate ; usando però in quel cam

bio un certo bitum
e 

fatto di calcina, e olio di pesce con stoppa trita, che subito 

m
escolato insiem

e chiam
ano Seiucui, e per tutta l' India Gala Gala, 

col quale im
piastrano le tavole per di fuori del V

ascello, e fa una 

presa m
olto dura, e tenace, la quale le difende dall' acqua, e da 

verm
i, che genera il M

are, perche non rodano le tavole

〔Carletti 

1701: 5-6

〕.（
棒
線
筆
者
）

　

�　
「
こ
れ
ら
の
ソ
ン
メ
（Som

m
e

）
は
、
脆
弱
な
造
り
で
、
タ
ー
ル
が
塗
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
だ
が
、
そ
の
か
わ
り
に
石
灰
（calcina

）
と
細
か
く
き
ざ
ん

だ
麻
屑（stoppa

）と
魚
油（olio di pesce

）を
混
ぜ
た
一
種
の
瀝
青（bitum

e
）

を
使
っ
て
お
り
、こ
れ
（
一
種
の
瀝
青
の
こ
と
）
を
セ
イ
ウ
ク
イ
（
し
っ
く
い
・

漆
喰
・Seiucui

）
と
呼
び
、
イ
ン
ド
全
土
で
は
ガ
ラ
ガ
ラ
（Galagala

）
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
船
の
外
側
に
塗
る
と
、
と
て
も
固
く
定
着
し
、
粘
着
力
が

あ
る
た
め
、
板
を
水
と
海
か
ら
発
生
す
る
虫
（
船
喰
虫
）
か
ら
守
り
、
板
が
浸

食
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」（
日
本
語
訳
：
佐
藤
公
美
、
括
弧
補
記
と
棒
線
は

筆
者
）。

ち
な
み
に
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
の
周
遊
記
の
大
要
を
と
り
あ
げ
た
榎
一
雄
の
概
説
で

は
、「
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
は
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
船
が
タ
ー
ル
を
マ
ス
ト
や
船
体
に

張
る
厚
板
の
外
側
や
隙
間
に
塗
っ
た
り
、
詰
め
た
り
す
る
の
に
対
し
、
日
本
船
で
は

石
灰
と
油
と
麻
く
ず
を
練
り
あ
わ
せ
た
セ
イ
ウ
キ
（seiucui

）
と
称
す
る
塗
料
兼

充
填
剤
を
用
い
…
…
」
と
説
明
す
る
〔
榎
一
九
八
四
、
六
七
〕（
棒
線
筆
者
）。

榎
は
、
テ
キ
ス
ト
に
は
「
い
ち
ば
ん
元
の
も
の
に
近
く
」
か
つ
「
今
日
最
も
手
に

入
り
や
す
い
一
九
五
八
年
の
ト
リ
ノ
版
」
に
依
拠
し
た
と
し
、
こ
れ
は
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

図
書
館
の
写
本
が
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
〔
榎
一
九
八
四
、
八
、
二
三
二
〕。

そ
れ
を
参
考
に
英
語
版
を
訳
出
し
た
と
み
ら
れ
る
ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
、カ
ル
レ
ッ

テ
ィ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
は
失
わ
れ
て
お
り
、
か
な
り
洗
練
さ
れ
、
多
量
に
編
集
さ
れ

た
版
が
一
七
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
り
イ
タ
リ
ア
版
が

出
さ
れ
、
ロ
ー
マ
に
あ
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
図
書
館
旅
行
記
の
写
本
が
、
一
七
〇
一
年

編
纂
本
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
の
ち
の
版
よ
り
も
失
わ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
い

う
見
解
に
研
究
者
た
ち
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
、
と
述
べ
る
〔Carletti 1964: xiv

〕。

ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
英
語
版
の
同
箇
所
を
訳
出
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　

�　
「
ま
た
マ
ス
ト
も
大
変
脆
弱
で
タ
ー
ル
が
塗
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
折
れ
る

危
険
が
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
そ
れ
ら
（
彼
ら
の
船
）
は
、
刻
ん
だ
麻
屑
と
石
灰

と
油
を
す
べ
て
一
緒
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
造
っ
た
、
彼
ら
がseiucui

と
呼
ぶ
あ

る
種
の
瀝
青
を
用
い
る
。イ
ン
ド
全
土
で
ガ
ラ
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
だ
。

こ
れ
を
船
板
の
外
側
に
塗
る
と
、
船
を
水
の
侵
入
と
海
に
発
生
す
る
虫
か
ら
守

る
、
と
て
も
固
く
て
粘
着
性
の
あ
る
覆
い
に
な
る
の
で
、
虫
は
外
板
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
だ
。」〔Carletti 1964:97

〕（
棒
線
筆
者
）

入
手
し
え
た
一
九
八
七
年
の
次
の
イ
タ
リ
ア
語
版
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
は

ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

�　

E l'albero andrebbe anco a risico di sfondarlo, essendo che sono 

fatti m
olto debolm

ente e senza essere im
peciati: usano in quel 
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cam
bio un certo bitum

e fatto di calcina e olio con stoppa trita, che 

tutto m
escolato insiem

e chiam
ano 

《seiucui

》e per tutta l'India 

《gala-gala

》, con il quale im
piastrano le tavole per di fuori, e fa una 

presa m
olto dura e tenace che diffende i vascelli e dall'acqua e 

dalli verm
i che genera il m

are, che non rodino le tavole

〔Carletti 

1987: 98

〕.（
棒
線
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
一
七
〇
一
年
の
イ
タ
リ
ア
語
版
で
は
、
主
語
は
日
本
人
が
ソ
ン
メ
と

呼
ん
で
い
る
船
で
あ
る
こ
と
、
西
洋
船
の
タ
ー
ル
に
た
い
し
、
彼
ら
の
船
に
塗
る
の

は
一
種
の
瀝
青
で
あ
り
、
油
の
種
類
は
魚
油
（olio di pesce

）
と
明
記
し
て
い
る

の
に
た
い
し
、
右
記
は
、
単
に
「
油
」（olio

）
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
の
周
遊
記
は
、
一
七
〇
一
年
の
刊
本
以
前
に
四
種
の
写
本
が
存
在

し
、
計
五
種
の
内
容
が
す
べ
て
同
一
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
ど
の
段
階
で
、

ど
の
資
料
か
ら
、
誰
に
よ
っ
て
周
遊
記
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
は
、
詳
し
く
考
え

て
み
る
必
要
性
が
あ
る
と
榎
は
述
べ
る
〔
榎
一
九
八
四
、
二
三
二
～
二
三
三
〕。
氏
は

当
初
全
訳
を
試
み
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
五
種
の
対
校
が
「
頗
る
面
倒
」

な
た
め
、
概
要
の
紹
介
と
な
っ
た
こ
と
を
あ
と
が
き
の
最
後
に
ふ
れ
て
い
る
〔
榎

一
九
八
四
、
二
八
〇
〕。
魚
油
の
一
件
は
そ
の「
頗
る
面
倒
」な
一
例
と
い
え
る
。「
油
」

は
刊
本
に
な
る
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
「
魚
油
」
と
修
正
加
筆
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。
他
方
、
榎
や
ヨ
リ
ッ
セ
ン
〔
ヨ
リ
ッ
セ
ン
一
九
九
一
〕、
ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ

ク
ら
が
い
ず
れ
も
原
語
の
ま
ま
標
記
す
る
に
と
ど
め
て
い
たseiucui
は
、
し
っ
く

い
の
音
表
記
で
あ
り
、
漆
喰
と
と
ら
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
六
〇
三
年
の
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
日
葡
辞
書
』
に
は
、
漆
喰
がX

iccui
と
し
て

項
目
に
あ
が
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
はGalagala

と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
〔（
社
）

勉
誠
二
〇
一
三
〕。
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
イ
タ
リ
ア
人
の
知
識
に
は
、
ガ
ラ
ガ

ラ
と
漆
喰
は
、
同
義
の
技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

ポ
テ
ッ
ト
は
、『
タ
ガ
ロ
グ
の
古
代
信
仰
と
習
慣
』
の
な
か
で
、
タ
ガ
ロ
グ
語
で
ガ

ラ
ガ
ラ
（GA

LA
GA

LA

）
は
船
の
充
填
材
に
用
い
る
瀝
青
（bitum

en

）
の
こ
と
で
、

ヤ
シ
の
繊
維
と
油
と
石
灰
で
造
ら
れ
て
い
た
、
と
す
る
〔Potet

二
〇
一
七
、
二
八
六
〕。

一
八
三
〇
年（
文
政
一
三
）フ
ィ
リ
ピ
ン
バ
タ
ン
島
に
漂
流
し
、一
八
三
二
年（
天
保
三
）

帰
還
し
た
神
力
丸
の
船
頭
た
ち
が
見
た
船
、
造
っ
た
船
は
、
木
釘
を
使
い
、
継
ぎ
目

を
石
灰
で
塗
り
固
め
た
も
の
だ
っ
た
。
材
料
の
石
灰
は
、
女
性
が
ど
こ
か
ら
か
石
を

拾
い
集
め
、
島
で
自
分
た
ち
で
拵
え
て
い
た
〔
山
下
一
九
九
二
、
一
五
八
、
一
六
〇
〕。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
ド
ゥ
ラ
島
で
は
木
と
木
の
間
、
節
、
割
れ
目
な
ど
に
石
灰
に
油

を
混
ぜ
た
パ
テ
が
ア
カ
ド
メ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
を
一
九
八
九
、九
〇
年
に
筆
者

は
観
察
し
て
い
る
〔
出
口
一
九
九
五
、
二
八
三
〕。
材
料
や
呼
び
名
を
違
え
な
が
ら
も

船
漆
喰
（
ガ
ラ
ガ
ラ
）
は
、東
南
ア
ジ
ア
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
技
術
で
あ
っ
た
。

フ
ロ
イ
ス
の
い
う
「
松
脂
や
ガ
ラ
ガ
ラ
を
使
わ
な
い
日
本
船
」
と
は
、
近
世
期
の

日
本
で
知
ら
れ
て
い
た
技
術
と
そ
の
語
彙
に
置
き
換
え
れ
ば
、「
チ
ャ
ン
も
漆
喰
も

使
わ
な
い
日
本
船
」
と
い
い
か
え
ら
れ
る
。
で
は
、
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
が
長
崎
で
見
た

で
あ
ろ
う
「
漆
喰
（
ガ
ラ
ガ
ラ
）
を
用
い
る
ソ
ン
メ
」
は
ど
ん
な
船
体
、
ど
う
い
う

も
の
だ
っ
た
と
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

（
三
）
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
の
船
漆
喰

カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
の
周
遊
記
に
現
れ
た
ソ
ン
メ
、
ソ
ン
マ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
船
に
つ

い
て
、
榎
は
、
ダ
ル
ガ
ー
ド
の
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
～
ア
ジ
ア
語
彙
』
等
を
出
典
に
あ
げ

な
が
ら
、「
本
来
船
を
意
味
す
る
マ
レ
イ
語
か
ら
出
た
言
葉
」
と
結
論
づ
け
た
〔
榎

一
九
八
四
、
六
六
〕。ダ
ル
ガ
ー
ド
の
語
彙
集
を
確
認
す
る
と
、「
ソ
マ（SO

M
A

）：
ジ
ャ

ン
ク
と
同
様
の
、
中
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
商
用
も
し
く
は
兵
用
の
古
船
」
と
あ
る

〔D
algado 1921:313

〕。
そ
し
て
、som

as/som
a/som

inha/som
m

es/som
m

as

な
ど
の
諸
形
が
あ
る
こ
と
を
、
事
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
。
こ
の
ソ
マ
（som

as

）

な
る
船
名
は
、
一
六
一
三
～
二
三
年
に
平
戸
に
開
設
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
商
館

長
日
記
に
も
多
数
現
れ
る
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
一
九
八
〇
〕。
五
島

ソ
マ
船
到
着
、
シ
ナ
の
ソ
マ
船
、
シ
ナ
渡
航
ソ
マ
船
、
台
湾
出
帆
の
ソ
マ
船
、
福
州

の
ソ
マ
船
、
こ
の
ほ
か
類
似
の
表
現
は
、
小
型
の
ソ
モ
船
（
或
い
は
ジ
ャ
ン
ク
船
）
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な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
に
お
い
て
は
、
ソ
マ
船
は
日
本
の
地

名
と
結
び
つ
け
て
は
、登
場
せ
ず
、日
本
の
地
名
と
結
び
つ
く
船
は
、堺
の
バ
ル
ク
船
、

堺
・
江
戸
間
航
行
の
バ
ル
ク
船
、
平
戸
・
肥
前
・
肥
後
・
壱
岐
・
雪
ノ
浦
の
バ
ル
ク
船
、

浜
名
湖
の
バ
ル
ク
船
、
な
ど
と
な
る
。
パ
タ
ニ
い
き
の
オ
ラ
ン
ダ
船
、
イ
ギ
リ
ス
の

ジ
ャ
ン
ク
船
、
長
崎
の
ジ
ャ
ン
ク
船
、
長
崎
出
帆
の
小
舟
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
向
け
ジ
ャ

ン
ク
船
と
い
う
よ
う
に
表
現
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
ソ
マ
船
は
、
中
国
、
東

南
ア
ジ
ア
を
交
易
す
る
ジ
ャ
ン
ク
に
似
た
比
較
的
大
型
の
船
で
日
本
に
も
あ
り
、
日

本
に
寄
港
・
発
着
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
が
記

し
た
、
日
本
人
が
ソ
ン
メ
と
呼
ぶ
漆
喰
を
使
っ
た
船
と
フ
ロ
イ
ス
の
い
う
松
脂
も
ガ

ラ
ガ
ラ
も
使
わ
な
い
日
本
船
は
、
別
の
仕
様
の
船
だ
っ
た
と
想
像
す
る
。

一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
で
あ
り
、商
人
で
あ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ム
ン
デ
ィ

の
旅
行
記
に
は
、
一
六
三
七
年
に
訪
れ
た
マ
カ
オ
・
広
東
周
辺
の
船
や
日
本
人
奴
隷

が
登
場
す
る
。
テ
ン
プ
ル
の
校
註
で
は
、som

ar/som
a/som

m
e

は
シ
ナ
海
の
船

を
さ
す
用
語
で
、
一
六
世
紀
半
ば
～
一
八
世
紀
に
か
け
て
一
般
的
に
使
わ
れ
て
き
た

と
し
、
そ
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
〔M

undy 1919:206
〕。
そ
の
う
え
で
、Lacerda

の
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
辞
書
』
で
は
、som

m
a

を
日
本
島
で
使
わ
れ
る
小
型
船
の
一
種
、

som
a

を
「
舟
を
さ
す
ア
ジ
ア
の
言
葉
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、こ
の
用
語
は
マ
レ
ー

語
に
も
中
国
語
に
も
日
本
語
に
も
な
く
、
イ
ン
ド
西
海
岸
の
一
沿
岸
船
の
名
に
ち
な

ん
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
表
現
形
式
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
欧
で
は
、
ソ
ン
メ
、
ソ
マ
な
る
船
名
が

お
よ
そ
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
船
を
さ
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
中
国
船

の
様
式
を
も
ち
な
が
ら
、
東
西
技
術
が
相
混
じ
り
、
試
さ
れ
る
途
上
の
船
体
も
含
ま

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
本
論
で
は
こ
れ
以
上
ソ
ン
メ
に
深
入
り
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
商
船
は
、
交
易
に
用
い
る
ジ
ャ
ン
ク
船
の
補
修
の
た
め
、
全
面
的
に
接

合
部
を
充
填
す
る
た
め
の
古
網
の
ほ
か
、
石
灰
や
油
も
し
ば
し
ば
購
入
し
た
。
た

と
え
ば
一
六
一
五
年
六
月
二
〇
日
の
日
記
に
は
、
コ
ッ
ク
ス
は
平
戸
の
河
内
浦
に

い
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）
に
、「
我
々
の
ジ
ャ
ン
ク
船
に
は

ど
の
位
の
鮫
油
を
我
々
が
必
要
と
す
る
か
を
知
り
た
い
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

一
九
七
九
、
二
五
〕
と
手
紙
を
送
っ
て
い
た
こ
と
、
八
月
一
二
日
の
日
記
に
は
、
河

内
浦
に
い
る
按
針
が
「
ジ
ャ
ン
ク
船
に
用
い
る
炭
と
石
灰
と
油
が
欲
し
い
と
の
手
紙

を
よ
こ
し
て
」
い
た
こ
と
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
八
四
〕、
同
年
八
月

一
七
日
「
鮫
油
は
我
々
の
必
要
と
す
る
だ
け
の
量
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
そ
う
で

あ
る
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
九
四
〕、八
月
二
一
日「
キ
ャ
プ
テ
ン
チ
ャ

イ
ナ
の
弟
に
四
分
五
厘
の
白
石
灰
一
七
二
袋
の
代
金
を
支
払
っ
た
」〔
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
一
九
七
九
、
九
九
〕
と
あ
る
。
長
崎
で
は
石
灰
の
調
達
が
た
び
た
び
な
さ
れ
、

同
年
一
二
月
三
〇
日
「
白
石
灰
七
三
二
袋
を
一
袋
當
り
三
分
で
買
入
れ
た
が
、
大
変

安
値
で
あ
っ
た
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
二
三
八
〕
と
す
る
。

さ
ら
に
、
一
六
一
五
年
九
月
十
日
、
我
々
の
ジ
ャ
ン
ク
船
を
全
面
的
に
填
隙
す
る

た
め
に
は
、
古
い
網
一
〇
〇
〇
カ
テ
ィ
ー
ほ
ど
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
語
り
、
同

一
七
日
「
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
は
、
我
々
の
ジ
ャ
ン
ク
船
を
填
隙
す
る
た
め
の
古
網
、
重

さ
一
八
ピ
コ
ル
四
一
カ
テ
ィ
ー
の
代
金
と
し
て
、（
略
）二
〇
三
匁
五
分
を
支
払
っ
た
」

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
一
二
五
、
一
三
六
〕。
ま
た
、
一
六
一
五
年
一
〇

月
三
〇
日
に
は
長
崎
に
い
る
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
あ
て
、「
ピ
ッ
チ
（pitche

）
の
見
本

を
送
っ
て
欲
し
い
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
一
八
九
〕
と
頼
み
、
一
一

月
七
日
に
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
に
五
な
い
し
六
ピ
ク
ル
の
松
脂
（rosen

）
を
命
じ
て
い

た
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
一
九
五
〕。
ま
た
一
六
一
五
年
一
一
月
二
二

日
に
は
、
ホ
ゼ
ア
ン
ダ
ー
号
を
整
備
す
る
た
め
の
八
〇
〇
〇
本
の
鋲
釘
と
シ
ナ
産
の

油
八
樽
を
受
取
る
よ
う
命
じ
て
い
る
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
七
九
、
二
〇
六
〕。

お
そ
ら
く
シ
ナ
産
の
油
と
は
、
桐
油
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で

入
手
し
や
す
い
鮫
油
、
石
灰
の
ほ
か
、
チ
ャ
ン
の
材
料
と
な
る
松
脂
や
ピ
ッ
チ
、
シ

ナ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
油
も
長
崎
を
基
点
に
調
達
さ
れ
て
い
た
。
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結
び
～
船
漆
喰
と
チ
ャ
ン
、
そ
し
て
マ
キ
ハ
ダ

一
六
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、船
漆
喰
は
、ガ
ラ
ガ
ラ
、瀝
青
、チ
ャ
ン
、

油
石
灰
、
油
灰
餅
な
ど
、
呼
び
名
や
製
法
を
違
え
な
が
ら
世
界
の
航
海
者
が
働
く
現

場
で
、
船
造
り
に
不
可
欠
な
水
密
・
防
水
技
術
と
し
て
観
察
さ
れ
、
試
さ
れ
、
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
チ
ャ
ン
は
、
松
脂
と
乾
性
油
を
混
ぜ
た
瀝
青
を
さ
す
一
方
、
泥

炭
や
褐
炭
な
ど
か
ら
抽
出
さ
れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
の
総
称
で
も

あ
る
。
そ
の
呼
称
由
来
は
不
明
な
が
ら
、
西
洋
で
も
さ
か
ん
に
使
わ
れ
て
き
た
。
た

と
え
ば
、
一
八
世
紀
半
ば
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
造
船
所
で
は
、
防
水
に
ピ
ッ
チ
、
タ
ー

ル
と
硫
黄
を
混
ぜ
た
も
の
、
も
し
く
は
獣
脂
と
硫
黄
、
松
脂
を
混
ぜ
た
も
の
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
の
ノ
ル
ウ
ェ
イ
で
は
、
木
タ
ー
ル
、
生
の
亜
麻
仁

油
、
松
科
の
木
の
テ
レ
ピ
ン
油
を
混
ぜ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
、

テ
レ
ピ
ン
油
、
松
脂
は
、
す
べ
て
松
な
ど
の
樹
脂
性
樹
木
か
ら
産
出
で
き
る
。
松
の

根
は
幹
よ
り
も
タ
ー
ル
が
多
く
と
れ
る
と
い
う
。
七
世
紀
の
ト
ル
コ
海
域
で
発
見
さ

れ
た
ヤ
シ
ア
ダ
船
で
も
内
側
と
外
側
に
ピ
ッ
チ
が
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
さ
ら
に
古
い
時
代
の
松
脂
加
工
の
あ
る
沈
船
等
も
見
つ
か
っ
て
い
る
〔M

cGrail 

1987: 130-131

〕。

肥
前
で
は
、
西
洋
船
の
チ
ャ
ン
も
知
ら
れ
て
い
た
。
平
戸
の
藩
主
松
浦
静
山
が

一
八
二
一
年
（
文
政
四
）
か
ら
二
一
年
間
に
わ
た
り
書
き
進
め
た
『
甲
子
夜
話
』
に

は
、
同
時
代
の
蘭
学
者
末
次
忠
助
か
ら
間
接
的
に
え
た
と
い
う
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
み

る
技
術
変
革
と
チ
ャ
ン
の
記
述
が
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、

　

�　

彼
方
三
〇
～
四
〇
年
来
、
船
の
造
り
方
を
変
え
た
と
い
う
。
そ
の
造
り
、
船

底
は
寒
瓜
（
ス
イ
カ
の
こ
と
）
を
割
っ
た
半
辺
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
上
は

少
し
う
ち
広
が
っ
て
い
る
。
左
の
線
の
形
で
お
悟
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
（
図

3
）。
お
か
げ
で
、
は
な
は
だ
水
切
れ
よ
く
、
先
年
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
長
崎

に
く
る
船
は
、
五
〇
日
も
か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
年
は
二
六
日
位
で
あ
り
、

遅
く
て
も
三
〇
日
程
で
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
底
を
先
年
は
牛
皮
で
張
っ

て
、
鋲
の
帽
子
釘
で
隙
間
な
く
う
ち
つ
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
年
は
薄
い
銅
の

延
板
で
張
り
小
さ
い
銅
釘
で
う
ち
つ
け
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
板
と
延
板
の
間

に
は
厚
い
油
紙
で
隔
て
る
と
い
う
。
こ
れ
は
よ
く
粘
す
る
た
め
と
聞
く
。
こ
の

よ
う
に
す
れ
ば
、
船
底
に
船
食
い
虫
が
つ
か
ず
、
草
も
生
じ
ず
、
蠣
殻
も
付
着

し
な
い
た
め
、
水
切
り
よ
く
持
ち
が
よ
い
由
で
あ
る
。
船
た
で
の
手
間
も
い
ら

な
い
と
の
由
。
た
だ
し
、
油
と
松
脂
と
桐
油
を
練
り
合
わ
せ
た
も
の
を
用
い
る

こ
と
が
必
要
だ
。
ず
い
ぶ
ん
練
り
粥
の
よ
う
に
練
る
も
の
で
あ
る
。
彼
方
に
用

い
る
は
、
柔
ら
か
な
チ
ャ
ン
だ
と
申
し
て
い
る
〔
松
浦
一
九
七
七
、
三
一
三
〕。

西
洋
船
に
お
け
る
船
底
は
、（
図
3
）
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
間
切

り
カ
ワ
ラ
、
す
な
わ
ち
突
出
し
た
竜
骨
を
も
っ
た
半
割
の
西
瓜
の
よ
う
に
丸
み
の
あ

る
船
体
を
特
徴
と
し
た
。
そ
れ
に
腐
食
防
止
効
果
の
高
い
銅
板
を
用
い
、
か
つ
油
と

松
脂
と
桐
油
を
混
ぜ
た
、
柔
ら
か
め
の
チ
ャ
ン
が
塗
布
さ
れ
、
お
か
げ
で
走
破
性
は

あ
が
り
、
航
海
日
数
が
短
縮
さ
れ
、
補
修
の
手
間
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
が
海

外
事
情
と
し
て
写
し
と
ら
れ
、
伝
授
さ
れ
て
い
た
。
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
）

に
よ
れ
ば
、「
チ
ャ
ン
」
を
瀝
青
と
す
る
一
方
、
そ
の
語
源
説
に
は
「
青
」
のtsin

音
か
ら
か
、
英
語
のchian-turpentine

の
略
か
、
を
あ
げ
て
お
り
、
定
ま
っ
て
は

い
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
鹿
児
島
方
言
で
は
ペ
ン
キ
の
こ
と
を
チ
ャ
ン
と
い
う
、
と
あ

る
。
江
戸
時
代
に
普
及
し
た
技
法
の
呼
び

名
が
、
現
代
の
塗
料
を
さ
す
用
語
と
し
て

定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ン
は
、
船

や
建
築
の
防
腐
用
塗
料
と
し
て
新
た
に

付
け
加
わ
っ
た
革
新
的
塗
料
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な

外
国
地
理
の
書
で
、
西
川
如
見
が
著
し
た

一
七
〇
八
年
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
四

に
は
、
日
本
よ
り
海
上
一
万
三
千
三
八
〇

図3　『甲子夜話』の西洋船の図
［松浦 1977：313］による。
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里
の
「
ズ
ヘ
イ
テ
」
の
項
目
で
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
守
護
在
テ
仕
置
ス
四
季
寒
国
也
風
俗
人
物
ヲ
ラ
ン
タ
人
ニ
似
タ
リ

　

土
産

　
�　

船
ノ
綱　

麻
苧　

船
ノ
碇　

材
木
色
〃　

石
火
矢　

チ
ヤ
ン　

松
脂
ト
油
ト

子
リ
合
セ
タ
ル
者
也
船
ノ
諸
具
ヲ
塗
テ
水
ニ
不
朽
タ
メ
也　

又
外
科
ノ
膏
薬
ニ

入　

銅　

鉄　

此
外
舟
ノ
道
具
多
シ
」。

マ
ツ
を
含
む
針
葉
樹
が
多
く
育
つ
北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
チ
ャ
ン
が
産
物

交
易
の
土
産
と
し
て
特
筆
さ
れ
、
船
の
諸
具
に
塗
る
と
、
水
に
塗
れ
て
も
腐
ら
な
い

防
腐
効
果
が
あ
る
こ
と
、外
科
の
膏
薬
に
も
使
わ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。他
方
、『
増

補
華
夷
通
商
考
』
二
の
福
州
船
の
絵
図
に
は
「
舟
ノ
底
ハ
油
石
灰
ニ
テ
皆
塗
テ
白
キ

也
」
と
あ
る
。『
増
補
華
夷
通
商
考
』
四
に
も
「
外
国
出
シ
ノ
船
」
の
図
の
説
明
で

「
舟
ノ
上
廻
リ
ヲ
赤
ク
丹
土
色
ニ
塗
ル
又
ハ
白
木
ニ
油
ヲ
引
キ
タ
ル
モ
ア
リ
舟
底
水

ニ
入
ル
處
ハ
油
石
灰
ニ
テ
悉
ク
塗
故
ニ
白
キ
也
」、
さ
ら
に
「
紅
毛
舟
之
図
」
と
あ

わ
せ
、「
舟
黒
ミ
ノ
分
ハ
皆
チ
ヤ
ン
塗
ナ
リ
底
ノ
赤
サ
ビ
色
ノ
所
ハ
水
ニ
入
所
悉
ク

鉄
ノ
小
釘
ヲ
透
間
ナ
ク
打
タ
ル
者
ナ
リ
舟
一
代
焥タ
ヅ

ル
ト
云
事
ナ
シ
。
船
具
綱
等
悉
ク

チ
ヤ
ン
ヲ
塗
タ
リ
。
チ
ヤ
ン
ハ
松
脂
ト
油
ヲ
煉
合
セ
タ
ル
者
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り

石
灰
を
主
分
と
す
る
油
石
灰
と
松
脂
を
主
分
と
す
る
チ
ャ
ン
は
明
確
に
区
別
し
て
認

識
さ
れ
、
チ
ャ
ン
は
西
洋
船
の
塗
料
技
術
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
五
月
一
九
日
、
第
一
回
朝

鮮
通
信
使
の
記
録
『
海
槎
録
』
に
は
、
駿
河
湾
の
清
水
港
沖
で
南
蛮
船
に
出
会
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
清
水
の
清せ

い

見け
ん

寺じ

に
滞
在
し
た
通
信
使
の
一
行
は
、
海
中
よ

り
三
保
の
松
原
な
ど
を
鑑
賞
し
た
。
島
主
や
景
直
と
板
屋
船
に
乗
る
と
、
と
も
に
前

洋
を
渡
る
船
が
あ
る
。
家
康
の
所
有
す
る
「
騎
船
」
で
あ
っ
た
。
金
銀
の
化
粧
で
左

右
に
各
々
三
六
丁
の
櫓
が
設
け
ら
れ
た
関
船
で
あ
る
。
さ
ら
に
洋
中
に
は「
南
蛮
船
」

一
隻
が
あ
っ
た
。

南
蛮
船
の
造
り
は
は
な
は
だ
精
巧
で
、
き
わ
め
て
広
壮
で
あ
る
。「
船
頭
尖
鋭
、

鋭
端
刻
坐
黄
金
獅
子
、
獅
下
刻
龍
頭
」〔
辛
ほ
か
一
九
九
六
、
一
六
九
〕、
つ
ま
り
船

首
は
鋭
く
と
が
り
、
そ
の
先
端
に
は
当
時
の
西
洋
船
に
流
行
し
て
い
た
黄
金
の
獅
子

（golden lion

）
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
竜
頭
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
船
首
の
両
側
に
は
鉄
碇
が
そ
れ
ぞ
れ
二
部
掛
け
ら
れ
、
い
ず
れ
も
大
柱
の
よ

う
で
あ
る
。
船
の
中
央
部
は
「
船
中
板
屋
二
層
、
穹
窿
如
亀
背
状
、
板
隙
塗
以
松
脂

以
備
雨
漏
、
船
底
塗
用
石
灰
」〔
辛
ほ
か
一
九
九
六
、
一
六
九
〕
と
あ
る
。
中
央
部
に

は
二
層
の
板
屋
が
あ
り
、
そ
の
屋
根
（
穹き

ゅ
う
り
ゅ
う

窿　

天
空
・
屋
根
の
こ
と
）
は
亀
の
甲
羅

の
よ
う
な
形
を
し
、
板
の
隙
間
は
松
脂
で
塗
り
、
雨
漏
を
防
ぎ
、
船
底
に
は
石
灰
が

塗
ら
れ
て
い
た
。
文
様
に
は
丹
や
碧
で
彩
色
さ
れ
た
雲
龍
、
花
草
、
人
神
の
像
な
ど

と
こ
の
南
蛮
船
は
東
西
の
意
匠
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
洋
上
か
ら
の

眺
め
ゆ
え
、
船
全
体
が
よ
く
観
察
で
き
、
船
底
外
側
の
白
い
石
灰
も
よ
く
わ
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

な
お
、
森
良
和
は
、
こ
の
船
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ア
ダ
ム
ス
が
日
本
で
造
っ
た

二
艘
目
の
西
洋
船
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
て
い
る
〔
森
二
〇
一
七
、
六
八
〕。

一
六
〇
〇
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
の
水
先
案
内
人
と
し
て
来
日
し
た
イ
ギ
リ

ス
人
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）
は
、
徳
川
家
康
に
重
用
さ
れ
、
自

ら
の
西
洋
船
の
建
造
経
験
を
活
か
し
て
静
岡
県
伊
東
の
地
で
西
洋
船
二
隻
を
建
造
し

て
い
た
（
写
真
4
）。
そ
の
後
も
建
造
す
る
意
志
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
実
現
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
六
一
三
年
一
二
月
一
日
、
ア
ダ
ム
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ

ン
ド
会
社
あ
て
の
手
紙
で
次
の
よ
う
に
し
た
た
め
る
。

　

�　

T
hinges ar heer good cheep, as tym

ber, plank, irronn, hem
p 

and carpentores, only tarr heeir is nonne; rossen annouf, but very 

deer, and cloth for saylles bade and soum
w

hat deer

〔Farrington 

1991: 107

〕.
日
本
で
は
材
木
も
板
も
鉄
も
麻
の
繊
維
も
、
船
大
工
も
安
く
て
十
分
あ
る
。
た
だ

タ
ー
ル
が
な
い
。
松
脂
は
十
分
あ
る
が
、
と
て
も
高
い
。
そ
れ
に
帆
布
は
粗
悪
で
、

多
少
高
い
、
と
し
、
日
本
で
西
洋
船
を
造
る
に
は
タ
ー
ル
が
な
く
、
廉
価
な
松
脂
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
い
た

（
（
（

。
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黒
船
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
西
洋
船
の
黒
褐
色
の
タ
ー
ル
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の

段
階
で
も
日
本
に
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
素
材
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
朝
鮮
通
信
使

の
見
た
、
ア
ダ
ム
ス
の
西
洋
船
と
推
定
さ
れ
る
南
蛮
船
は
、
タ
ー
ル
の
黒
で
は
な
く
、

漆
喰
の
白
さ
が
目
立
つ
船
だ
っ
た
と
見
う
け
ら
れ
る
。

チ
ャ
ン
は
近
世
期
に
海
外
、
お
そ
ら
く
は
西
洋
な
ど
か
ら
製
法
が
移
入
さ
れ
、
和

船
造
り
の
船
に
も
、
部
分
的
に
受
容
さ
れ
た
数
少
な
い
防
水
防
腐
塗
料
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
前
稿
で
見
出
し
た
対
馬
藩
中
村
家
文
書
の
「
シ
ツ
ク
イ
拵
ノ
事
」（
写

真
1
）
に
戻
ろ
う
。

　
「
船
釘
頭
塗
リ
、
尤
銷
ヲ
除
ル
為
也
、

　

一
白
土
壱
舛
〃

　

一
松
ヤ
ニ
壱
舛
〃

　

一
油
四
合
〃　

フ
カ
ノ
油
吉
、
フ
カ
ノ
油
無
之
時
ハ
魚
油
ニ
而
も
吉
、

　

一
白
砂
糖
壱
斤
〃

　

一
黒
砂
糖
壱
斤
〃

　

一
鉄
ノ
金
ノ
粉
三
合
〃

　

右
調
合
温
成
ル
中
用
ル
、
寒
テ
役
ニ
不
立
」

対
馬
で
は
鱶
油
は
調
達
で
き
た
。
対
馬
藩
士
中
川
延
良
が
生
涯
を
通
じ
て
聞
き
書

い
た
江
戸
後
期
の
『
楽
郊
紀
聞
』
に
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
二
四
日
、

小
船
越
村
の
早
田
半
の
話
と
し
て
、以
下
の
内
容
記
述
が
あ
る
〔
中
川
一
九
七
七
ｂ
、

一
五
三
〕。ウ
バ
ぶ
か
は
、歯
が
な
い
。六
尋
七
尋
の
も
の
が
あ
り
、身
は
味
わ
い
な
し
。

腸
を
煎
じ
る
と
油
の
多
い
の
は
一
〇
挺
余
も
あ
る
。
お
よ
そ
一
本
で
一
貫
目
（
三
、

七
五
㎏
）
に
は
な
る
。
油
ば
か
り
で
、小
船
越
村
で
は
春
頃
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
を
と
る
、

と
の
こ
と
。

ま
た
、
対
馬
文
書
の
漆
喰
拵
え
で
は
い
ず
れ
も
白
土
と
あ
る
。
こ
れ
が
石
灰
を
さ

す
の
か
は
、
な
お
断
定
は
で
き
な
い
。
今
日
白
土
の
意
味
は
、
漆
喰
を
含
め
た
白

い
土
と
多
義
に
解
さ
れ
る
が
、
古
代
・
中
世
に
は
白
土
と
石
灰
は
区
別
さ
れ
〔
角
田

二
〇
一
一
〕、
石
灰
の
普
及
は
白
土
の
利
用
に
遅
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
楽
郊
紀

聞
』
に
は
対
馬
の
愛
宕
山
に
採
掘
の
場
所
が
あ
り
、其
の
辺
は
皆
白
土
な
り
と
さ
れ
、

昔
錫
を
採
掘
し
た
場
所
と
聞
き
伝
え
る
、
と
あ
る
〔
中
川
一
九
七
七
ａ
、
三
二
九
〕。

他
方
、『
甲
子
夜
話
』
六
、万
里
の
長
城
に
関
す
る
中
国
話
の
な
か
で
は
、
白
土
に

フ
リ
ガ
ナ
で
、
シ
ッ
ク
イ
と
読
ま
せ
て
お
り
〔
松
浦
一
九
七
八
、
三
〇
三
〕、
平
戸
・

長
崎
あ
た
り
で
は
、
白
土
は
石
灰
と
同
義
だ
っ
た
と
み
な
し
う
る
。
も
っ
と
も
本
論

で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
対
馬
文
書
に
あ
っ
た
先
の
調
合
配
分
が
、
白
土
と
松

写真4　日本初の西洋帆船建造の地・静岡県伊東　2017 年
三浦按針の顕彰碑のほか，按針音戸や按針祭りも生まれた。右手の沖に初島が見える。
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脂
が
同
分
量
、
そ
こ
に
油
、
砂
糖
、
鉄
の
粉
が
配
合
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
釘
頭
に
塗
る
船
漆
喰
は
、
す
で
に
漆
喰
と
も
チ
ャ
ン
と
も
区
別
し
が
た
い
塗
料
に

練
達
さ
れ
て
い
た
。
琉
球
船
の
桐
油
餅
を
チ
ャ
ン
と
同
じ
と
と
ら
え
た
土
佐
人
の
目

の
確
か
さ
は
、
こ
う
し
た
配
合
記
録
か
ら
も
鮮
明
に
な
る
。
技
術
の
現
場
は
、
工
夫

を
こ
ら
し
今
ま
で
に
な
い
も
の
を
新
た
に
生
み
だ
す
の
が
世
の
常
だ
。
そ
の
場
合
、

言
葉
は
た
い
て
い
現
象
の
後
追
い
と
な
る
。
技
術
用
語
は
時
に
広
義
に
な
り
、
多
義

に
な
り
、
細
分
化
さ
れ
て
い
く
。
船
漆
喰
一
つ
を
と
っ
て
も
語
彙
と
技
の
関
係
は
、

一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
戸
や
長
崎
で
は
、
ま

ず
船
漆
喰
の
材
料
を
、
交
易
で
や
っ
て
く
る

ジ
ャ
ン
ク
船
な
ど
異
国
船
に
供
給
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
補
修
工
と
し
て
そ
の
技

術
を
提
供
す
る
こ
と
も
必
要
だ
っ
た
。
異
国

船
に
提
供
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
近
世

期
、
和
船
型
の
国
内
船
に
も
と
り
入
れ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
ほ

ぼ
限
定
さ
れ
、
列
島
全
体
に
大
き
く
広
が
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

近
代
に
始
ま
っ
た
兵
庫
県
相
生
の
ペ
ー
ロ

ン
は
、
従
来
長
崎
か
ら
船
を
調
達
し
て
き
た

が
、
そ
の
古
い
船
体
舷
側
部
の
釘
頭
に
は
白

い
パ
テ
状
の
も
の
が
塗
ら
れ
て
い
る
（
写
真

5
・
6
）。
ま
た
天
草
の
牛
深
周
辺
で
使
わ

れ
て
い
た
サ
ツ
マ
型
の
漁
船
な
ど
に
も
同
様

の
仕
様
が
観
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
船
漆
喰

の
技
法
を
継
承
す
る
も
の
と
筆
者
は
推
測
し

て
い
る
。
対
馬
に
お
け
る
競
漕
行
事
・
舟
ゴ

ロ
ウ
で
は
、
行
事
前
の
手
入
れ
に
船
底
を
焼
き
、
フ
ナ
タ
デ
し
、
内
側
に
は
火
鉢
を

入
れ
て
、よ
く
乾
か
し
、船
底
や
カ
ジ
キ
（
船
底
か
ら
た
ち
あ
が
る
最
初
の
舷
側
板
）、

二
枚
目
の
部
分
に
は
鯨
油
や
フ
カ
油
等
を
塗
り
、
三
舷
部
に
は
椿
油
、
菜
種
油
等
を

塗
っ
て
船
足
が
速
く
な
る
よ
う
整
備
し
た
〔
大
山
一
九
八
四
、
一
七
〕。

ま
た
、
桜
田
勝
徳
の
未
刊
の
記
録
「
出
水
の
海
」
に
は
一
九
三
三
年
八
月
の
調
査

記
録
と
し
て
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
宮
浦
（
現
在
の
鹿
児
島
県
長
島
町
）
あ
た
り
の

セ
リ
船
は
、
余
興
に
人
に
見
せ
た
。
こ
の
船
は
キ
ャ
ロ
ン
で
は
な
い
。
セ
リ
船
を
す

写真5　兵庫県相生のペーロン　新幹線相生駅コンコース　2018 年
上タナと下タナの接合部，ミヨシとタナの接合部の釘頭に漆喰が塗られている。この場合釘
頭は浅い。長崎で建造された。

写真6　サツマ型漁船　熊本県牛深　うしぶか海彩館　2017 年
ペーロンと同様上タナと下タナの間，ミヨシとタナの接合部の釘頭に漆喰が塗られている。
ハギ目にも塗られている。
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る
前
に
は
、
船
を
た
で
て
、
そ
れ
か
ら
油
煙
と
鱶
の
油
を
混
ぜ
た
油
を
塗
り
、
そ
れ

か
ら
ま
た
タ
デ
て
種
油
を
塗
っ
た
〔
桜
田
一
九
八
二
、
四
三
〕。
キ
ャ
ロ
ン
と
は
ペ
ー

ロ
ン
の
こ
と
で
、
セ
リ
船
（
競
船
）
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
船
型
の
黒
い
船
だ
っ
た
。

一
九
七
六
年
、
鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
の
中
之
島
で
は
二
〇
年
ぶ
り
に
二
艘
の
マ

ル
キ
ブ
ネ
が
島
民
た
ち
の
手
で
製
作
さ
れ
た
。
か
つ
て
マ
ル
キ
ブ
ネ
造
り
を
経
験
し

た
七
〇
代
と
六
〇
代
を
軸
に
島
民
が
伐
採
か
ら
荒
刳
り
、
建
造
ま
で
を
担
当
し
、
そ

の
船
を
使
っ
た
ナ
ガ
サ
イ
（
ダ
ツ
）
の
ウ
ナ
ワ
漁
が
共
同
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
時

の
記
録
映
像
『
最
後
の
丸
木
舟
』〔
岩
崎
ほ
か
一
九
七
七
〕
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
あ

わ
せ
て
検
証
す
る
と
、
船
漆
喰
は
パ
テ
と
呼
ば
れ
、
石
臼
に
石
灰
と
油
と
植
物
の
繊

維
を
入
れ
、
立
杵
で
つ
い
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
自
製
し
て
い
る
。
石
灰
は
、
昔
は
サ
ン

ゴ
を
焼
い
て
使
っ
た
と
い
い
、
以
前
は
島
で
調
達
し
て
い
た
。
パ
テ
は
白
い
大
き
な

お
に
ぎ
り
状
に
丸
く
ま
と
ま
る
程
度
の
固
さ
に
調
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
手
に
、

少
量
と
り
な
が
ら
、
落
と
し
釘
（
縫
い
釘
）
の
入
る
釘
穴
に
直
接
手
で
塗
り
こ
ん
で

い
く
。
対
馬
藩
中
村
家
文
書
に
あ
っ
た
「
船
釘
頭
塗
り
尤
錆
ヲ
除
ル
為
也
」
と
い
う

表
現
は
、
文
字
か
ら
そ
の
固
さ
、
塗
り
の
程
度
を
想
起
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
多
く

の
和
船
建
造
で
は
平
張
り
箇
所
の
落
と
し
釘
の
釘
頭
は
、
斜
め
に
深
く
切
り
込
ん

だ
釘
穴
に
埋
木
が
施
さ
れ
る
。
埋
木
を
使
わ
ず
、
そ
こ
に
も
漆
喰
を
用
い
た
場
合

は
、
こ
の
ト
カ
ラ
の
よ
う
に
、
や
や
固
め
の
漆
喰
で
釘
穴
を
埋
め
る
要
領
で
塗
る
方

法
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
ト
カ
ラ
の
古
い
マ
ル
キ
ブ
ネ
は
舷
側
の
接
ぎ
目
に

沿
っ
て
も
パ
テ
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
釘
頭
だ
け
で
な
く
、
板
同
士
の
接
ぎ
目
や
、
補

修
時
に
も
船
漆
喰
は
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
船
体
外
側
に
は
油

を
塗
っ
て
養
生
さ
せ
た
。映
像
で
は
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
廃
油
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、

昔
は
鱶
の
肝
を
煮
詰
め
て
採
っ
た
鱶
油
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。

列
島
に
お
け
る
船
漆
喰
の
先
端
的
受
容
地
で
あ
っ
た
長
崎
・
琉
球
と
そ
の
周
辺
で

は
、
漆
喰
で
は
な
く
て
も
鱶
油
を
含
む
魚
油
が
塗
料
に
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、

船
漆
喰
に
み
る
桐
油
の
利
用
は
中
国
ほ
ど
に
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
長
崎
や

琉
球
を
窓
口
と
す
る
以
外
、外
国
船
と
の
直
接
接
触
が
相
対
的
に
減
っ
た
江
戸
時
代
、

外
国
船
が
求
め
る
船
漆
喰
、海
外
渡
航
に
必
要
と
な
る
船
漆
喰
の
需
要
は
減
少
し
た
。

他
方
、
内
航
海
運
を
さ
さ
え
る
和
船
建
造
の
た
め
の
マ
キ
ハ
ダ
産
業
は
需
要
を
増

し
、
一
九
世
紀
に
は
瀬
戸
内
の
大
崎
上
島
の
明
石
で
も
地
場
産
業
と
し
て
定
着
し
て

い
く
。
兵
庫
・
奈
良
な
ど
か
ら
仕
入
れ
た
半
製
品
の
ヒ
ノ
キ
の
内
皮
を
蒸
し
、
た
た

い
て
柔
ら
か
く
し
、
縄
状
に
編
ん
だ
マ
キ
ハ
ダ
生
産
を
島
の
殖
産
事
業
と
し
て
発
展

さ
せ
、西
日
本
一
帯
、近
代
に
は
近
隣
ア
ジ
ア
に
ま
で
流
通
さ
せ
て
い
く
（
写
真
7
）。

近
世
期
の
船
漆
喰
と
マ
キ
ハ
ダ
は
、
板
の
接
ぎ
目
の
水
密
充
填
と
い
う
同
じ
技
術
的

写真7　広島県大崎上島明石のマキハダ工場跡　2008 年
マキハダ生産に携わった朝山スミエさんから縄ないの道具を手に話を聞いた。近くには槙肌
元祖記念碑があり，享和年間に大坂で技術を修得し，村内に奨励した経緯が記される。大崎
上島での展開は 19 世紀以降とされる。
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役
割
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
地
域
展
開
は
対
照
的
で
す
ら
あ
る
。

船
の
技
術
は
、
船
主
と
船
大
工
の
創
意
工
夫
の
も
と
、
自
発
的
に
進
化
す
る
部
分

が
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
向
づ
け
に
は
、
社
会
の
制
度
や
為
政
者
の
方
針
転

換
が
大
き
く
関
与
す
る
。
船
漆
喰
が
列
島
で
限
定
的
に
し
か
広
が
ら
な
か
っ
た
背
景

に
は
、
近
世
初
期
の
対
外
政
策
の
方
針
転
換
が
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
海
外
貿
易
が
限
定
さ
れ
る
一
方
、
内
需
拡
大
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
く
展
開

を
ト
レ
ー
ス
す
る
と
、
海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
船
漆
喰
や
チ
ャ
ン
は
、
船
の
水
密

技
術
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
列
島
と
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
西
洋
と
の
接
着
の
役
目
を
は

た
し
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
の
だ
。

謝
辞本

論
の
作
成
に
あ
た
り
、
文
書
の
所
在
や
解
読
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
様
々
な

便
宜
と
ご
示
教
を
賜
っ
た
。
共
同
研
究
代
表
の
荒
木
和
憲
氏
、
同
研
究
会
の
藤
田
明

良
氏
、
渡
辺
美
季
氏
、
米
谷
均
氏
を
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
長
崎
県
立
対
馬
歴

史
民
俗
資
料
館
の
古
川
祐
貴
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
語

文
献
の
翻
訳
で
は
甲
南
大
学
文
学
部
の
佐
藤
公
美
氏
に
ご
示
教
い
た
だ
い
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）　 

法
隆
寺
の
工
匠
・
平
政
隆
が
編
み
著
し
た
建
築
技
法
に
関
す
る
百
科
全
書
『
愚
子
見
記
』

九
冊
の
う
ち
、
最
後
の
「
九　

諸
積
、
卅
三
」
に
は
、「
チ
ヤ
ン
」
の
付
箋
書
き
入
れ
と
内
容

記
述
が
あ
る
。
内
容
は
、「
一
、油
ニ
テ
樠

マ
ツ
ヤ
ニヲ

練
リ
、（
中
略
）
魚
油
ニ
テ
モ
不
苦
也
」、「
一
、油
・

樠
・
砥ト

ノ
粉
、
右
等
分
油
泥ド

ロ
リト

成
ル
程
ニ
練
合
セ
用
ユ
。
桶
ノ
継
目
、
亦
水
棚
抔
ノ
類
ニ
最

モ
良
」
と
あ
る
［
内
藤
校
注
一
九
八
八
、九
・
八
六
］。
九
は
、
本
書
成
立
の
最
終
段
階
の
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
）
に
成
っ
た
と
さ
れ
、
時
期
的
に
は
共
通
す
る
。

（
2
）　

古
代
か
ら
近
世
の
石
灰
・
漆
喰
の
歴
史
に
つ
い
て
は
角
田
清
美
氏
の
研
究
に
詳
し
い
［
角
田

二
〇
一
二
な
ど
］。
建
築
の
事
例
に
も
油
の
利
用
が
あ
る
。『
愚
子
見
記
』
九
巻
卅
に
は
永
井

信
濃
守
殿
か
ら
の
伝
授
と
し
て
、練
土
に
は
、細
か
く
た
た
い
た
土
丹
土
一
斗
、細
か
く
ふ
る
っ

た
石
灰
一
斗
八
升
、
塩
一
斗
二
升
、
大
豆
ま
た
は
カ
ヤ
の
実
程
に
た
た
い
た
割
石
（
白
河
石
の

明
永
久
次
郎　

一
九
四
一
「
桐
油
工
業
の
現
勢
と
油
桐
の
増
殖
に
就
て
」『
日
本
林
学
会
誌
』
二
三

（
九
）、
三
二
～
三
六
頁

荒
川
浩
和　

一
九
七
八
「
琉
球
漆
工
芸
の
技
法
と
そ
の
変
遷
」
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
琉

球
漆
器
』
一
一
一
～
一
一
八
頁

荒
木
和
憲　

二
〇
一
八
「
資
料
紹
介
：
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
諸
船
長
サ
方
深
サ
書

附
』」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
〇
九
、一
八
九
～
二
一
七
頁

飯
田
正
一
、
榎
坂
浩
尚
、
乾
裕
幸
校
注　

一
九
七
一
『
古
典
俳
文
学
大
系
三　

団
林
俳
諧
集
一
』
集

英
社

生
田　

弘　

一
九
八
五
「
瓦
モ
チ
製
造
業
」
平
安
座
自
治
会
編
『
故
き
を
温
ね
て
（
平
安
座
自
治
会

館
新
築
記
念
』
三
〇
一
～
三
〇
四
頁

今
西
幸
蔵　

一
九
七
〇
「
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
坤
」
宮
本
常
一
ほ
か
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

成
』
一
〇
、
三
一
書
房
、
六
四
七
～
六
七
一
頁

岩
崎
雅
典
演
出
、
鳥
越
皓
之
監
修　

一
九
七
七
『
最
後
の
丸
木
舟
～
ト
カ
ラ
列
島
中
之
島
の
記
録
』

群
像
舎
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

榎　

一
雄　

一
九
八
四
『
商
人
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
』
大
東
出
版
社

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ヨ
リ
ッ
セ
ン
著　

谷　

進
訳　

一
九
九
一
「
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
著
『
世
界
周

遊
談
』
の
考
察　

第
二
章
・
第
一
部
～
第
三
部
」『
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
』

三
七
、一
二
八
～
一
四
五
頁

黃
叔
璥
撰　

一
七
三
六
『
台
海
使
槎
録
』（
早
稲
田
大
学
蔵
・
一
八
七
九
年
版
）

大
山　

甫　

一
九
八
四
『
増
訂　

地
舟
・
舟
ご
ろ
う
記
』
美
津
島
町
教
育
委
員
会

角
田
清
美　

二
〇
一
一
「
古
代
か
ら
中
世
前
期
に
お
け
る
石
灰
と
漆
喰
の
利
用
」『
専
修
人
文
論
集
』

八
八
、
四
九
～
七
六
頁

　
　
　
　
　

二
〇
一
二
「
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
石
灰
の
利
用
」『
専
修
人
文
論
集
』

九
〇
、
一
四
九
～
一
八
七
頁

金
沢
兼
光　

一
七
六
六
『
和
漢
船
用
集
』（
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
）

木
崎
惕
窓
、
板
屋
一
助
著
、
法
本
義
弘
校
訂　

一
九
七
四
『
稚
狭
考
』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会

註

参
考
文
献

切
粉
を
用
い
る
と
よ
し
）
四
升
、
油
（
こ
れ
は
魚
油
も
よ
し
）
一
升
と
し
、
こ
れ
ら
を
混
ぜ

合
わ
せ
、
杵
で
つ
き
、
コ
テ
で
塗
る
と
き
、
少
し
固
い
程
度
に
水
を
入
れ
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。

た
だ
し
、
水
加
減
は
事
に
よ
る
。
厚
さ
一
寸
に
塗
る
と
、
泉
水
の
底
な
ど
は
二
〇
年
も
も
つ
、

と
す
る
。
屋
根
裏
な
ど
に
塗
る
漆
喰
で
は
、石
灰
に
、フ
ノ
リ
、苧
ス
サ
、紙
ス
サ
の
ほ
か
樠

マ
ツ
ヤ
ニ、油

、

酒
が
調
合
さ
れ
て
い
る
［
内
藤
校
注
一
九
八
八
、
九
・
八
三
、
八
五
］。

（
3
）　

一
六
二
〇
年
三
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
に
あ
て
た
長
崎
発
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ

ク
ス
の
書
状
に
も
同
様
の
報
告
が
あ
る
［
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
九
八
一
、
五
四
］。
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北
村
重
敬　

一
九
〇
八
『
土
佐
の
長
平
漂
流
談
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

宜
野
座
村
誌
編
集
委
員
会
編　

一
九
八
九
『
宜
野
座
村
誌
』
三
巻
、
資
料
編
Ⅲ
、
宜
野
座
村
役
場

球
陽
研
究
会
編　

一
九
七
四
『
球
陽
』（
読
み
下
し
編
）、
角
川
書
店

高
知
県
立
図
書
館
編　

二
〇
〇
五
『
土
佐
国
資
料
集
成
・
土
佐
国
群
書
類
従
』
七

近
藤
富
蔵
、
八
丈
実
記
刊
行
会
編
纂　

一
九
六
四
『
八
丈
実
記
』
一
、
緑
地
社

　
　
　
　
　

一
九
六
六
『
八
丈
実
記
』
四
、
緑
地
社

　
　
　
　
　

一
九
六
九
『
八
丈
実
記
』
二
、
緑
地
社

近
藤
富
蔵　

一
九
六
八
「
八
丈
実
記
」
宮
本
常
一
ほ
か
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
一
、
三
一

書
房
、
七
〇
九
～
八
四
一
頁

桜
田
勝
徳　

一
九
八
二
『
桜
田
勝
徳
著
作
集
』
七
、
名
著
出
版

笹
森
儀
助
著　

東
喜
望
校
注　

一
九
八
二
『
南
嶋
探
検
』
一
、
平
凡
社

島
村
幸
一　

二
〇
〇
八
「
土
佐
漂
着
の
「
琉
球
人
」：
志
田
伯
親
雲
上
・
潮
平
親
雲
上
・
伊
良
皆
親

雲
上
を
中
心
に
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
三
四
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
八
九
～

一
四
五
頁

（
社
）
勉
誠
制
作　

二
〇
一
三 
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
日
葡
辞
書
（
カ
ラ
ー
影
印
版
）』
勉
誠
出
版
（
原
本

所
蔵
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ー
ド
レ
イ
ア
ン
図
書
館V

ocabvlario da Lingoa 
de Iapam

, N
agasaqui 1603-4.

）

辛　

基
秀
、
仲
尾　

宏　

一
九
九
六
『
善
隣
と
友
好
の
記
録　

大
系
朝
鮮
通
信
使
』
一
、
明
石
書
店

宋
応
星
撰　

薮
内
清
訳
注　

一
九
六
九
『
天
工
開
物
』
平
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Ship Caulk in Japan : Folkloristic Study of Early Modern Records

DEGUCHI Akiko

Caulk was a material used to make wooden ships watertight. It was common to soak hemp rope in oil 

and lime, and drive the fibers into the seam between planks to prevent water from getting in. It is called 

yóuhuī （油灰） in Chinese and has been used over a wide area from ancient times to today. The usual oil 

in China is tung oil, and, in Japan, fish oil such as shark oil. Ship caulking in Japan is recognized as being 

a practice that spread from Nagasaki and Ryukyu, which were the bases of overseas trade, to the Kyushu 

and Okinawa regions on the eastern coast of the East China Sea.

This paper discusses that distribution, based on the records of the 17th and 18th centuries and ship 

caulking folklore. It also looks at the relationship with the techniques used on Western ships, such as 

bitumen and tar caulking using pine resin, which is regarded as having been introduced to Japan in early 

modern times.

The main materials used are the records of the experience of sailors who drifted to the deserted 

island of Torishima in the Pacific Ocean and produced caulk of their own, built a boat and returned to 

where they came from, records of verbal accounts of Ryukyu islanders who drifted to Tosa, Japanese 

and Chinese encyclopedias on ships and caulking, and travel records and diaries of British, Italian, and 

Portuguese people who came to Nagasaki.

As a result, the caulking required for overseas trading ships based in Nagasaki and Ryukyu was a 

technology that found acceptance in Japanese wooden ships, but was not used much in Japan outside 

of Kyushu and Okinawa. The author suggests that the reason why caulking did not spread outside of 

Kyushu and Okinawa is that Japan's foreign trade in the Edo period was likely affected by the policy of 

using Nagasaki and Ryukyu as limited loci of contact with foreign countries.

Key words: caulk, drifter’s records, Nagasaki, Ryukyu, folklore


